





過去との接点




　彼は半分眠っている身体を無理やり動かして窓を開いた。風が自分の目を覚まさしてくれる事を期待しての行動だったのだがその日は無風だった。窓から差し込んでくる光は部屋の奥まで延びていかず、窓の下の床を四角く照らしている。それは今の時間が昼近くだという事を表している。それに気づいたのか彼は少し慌てた様子になり、ふらつく足取りでクローゼットの中に入り込みその中で着替えをした。

　階段を歩く時に気をつけなければならない事が二つある。一つは滑り落ちない事。もう一つは段を踏み外さない事。怪我をしないためにはこの二つを守るべきだ。どんなに慎重に歩いていても段差を歩くのに人間の足は適していないから階段を歩く時に慎重に歩いているから大丈夫、という考えは捨てたほうがいい。

「リチャード、起きたの？」

階段のしたから女性の声がする。

「母さん、階段下りてるときに話し掛けないでくれ。落ちる」

「・・・階段から落ちたぐらいで死ぬような息子は要りません！！」

ドアを閉める音がした。木と木がぶつかり合う音だ。別にゆっくりと細心の注意を払って降りる理由もなくなったので彼は階段を一気に駆け下りた。




　階段を下りてすぐ右にある木製の扉を内側に向かって開くとすぐにおいしそうな朝食の匂い（正確には昼食だが）が広がってきた。テーブルの上ではカニが一匹走り回っている。おいしそうなカニの匂いを撒き散らしながら。

「母さん・・・。これが昼飯なのか？」

「そうよ。文句ある？」

台所から嫌に明るい返事が返ってくる。

「せめて・・・茹でてくれよ」

「なによ、カニの断末魔は死の宣告なのよ」

やっぱり嫌に明るい返事が返ってくる。

「・・・これ本当に食べていいのか？」

「本気で食べるつもりだったの？」

　そう返事をするとすぐに台所から大きな鍋を持った女性が出てきた。鍋の中身はたぶんコーンスープだと思われるが何故かジャガイモが皮すらむかずに丸々入っている。

「・・・こいつはどうするんだ？」

テーブルの上を忙しそうに走り回っているカニを指差しながらリチャードが言う。

「テーブルの上にある花瓶と似たようなものよ」

母はまったく気にした様子もなく、芋だらけのスープを盛り付けている。彼は抵抗をあきらめてその場の流れに従う事にした。




　彼はいったん部屋に戻り、机の上にある茶色い表紙の本を持ち出して家を出た。その本こそが『最初にあった物語』。流行する前でさえ借りるのに５０日は待たなければいけなかったという伝説的な本だ。ここルーテクスの学生にもこれをテーマに研究を進める人は多い。家の外の通りを向かって右側に少し行くとすぐに大通りに出る。坂の上に見える大きな建物がルーテクス大学。そしてその少し手前にある建物が彼が目指す大図書館だ。とにかくこの本を今日中に返してしまわなければならない。

『それが彼女達の出会いでした』

彼はほんのページをぱらぱらとめくりながら歩いた。魔法で焼き付けられた文字がところどころ潰れていたり途切れていたり、あるいは空欄になっていたりして面白い。

『しかし、三人には宝珠の力が何なのかまるで分かりませんでした』

『プラナの長い話をまとめると次のようになります。東の大樹海にいる魔物達、いや、命を持つあらゆるものたちは他の地のそれとは違う。自分以外のあらゆるものを殺す事しか考えていない。それは何故か。生き延びるために。自分以外の全てがいなくなってしまえば少なくとも自分は生き延びる事ができるから』

　彼はページから目を離して前を見た。誰もいない。こんな昼間に大学前の通りを歩いている人は恐らく図書館に向かう人かあるいはサボりの学生ぐらいだろう。

『彼女は風が吹く場所で足を一歩前に踏み出しました』

最後の一行まで読んでしまったので彼は本を閉じた。そしてあたりを見回してみると何とそこは図書館の中だった。




「母さん、旅に出るわ」椅子に横になっていた母を無理やり起こして彼が言った。

「何で？」

「なんとなく。本読んでたらそんな気分になってきた」

「リチャード、去年もそんなこといって世界一周旅行に行かなかった？」

　あきれたんだか面白がってるんだか良く分からない様子で母は答える。

「それじゃ、そういうわけで」

　彼は家を出た。




　まずは資金源を確保しなければいけない。彼の足は自然と街の西側へと向いていた。

西側はちょうどカトルラに通じる街道が連結している。が、いまの彼にはそんな事はどうでも良かった。ちょうど田園地帯の手前に一軒の家がある。彼はその家の扉を叩いた。

「おい、レオン！！居るなら出て来い！！居ないなら全財産は俺のものだ！！」

　戸を叩く音よりも彼の声のほうが大きかったがそんな事はお構い無しに彼は続けた。

「居ないのか？それとも俺の声がうるさくて出てくる気にならないのか？出てこないならお前の家の財産を貰っていく」

　そこまで言うとリチャードは大きく息を吸い込んだ。再び叫ぼうとしたところ、やっと扉が開いた。

「何のようだ？さっきから金にこだわっているようだが・・・。またカノンの本でも読んだのか？」

「お姉さんの名前を気安く口にするな！！」

「わかったから・・・叫ばないでくれ」

「とりあえず中に入ろう」リチャードはそう言ってレオンの背中を押すようにして中に入った。




「で、何の用なんだ？」レオンがテーブルを叩きながら言った。

「一緒に旅に出よう。さもなくば全財産没収」

「・・・笑顔で言わないでくれ。オレにだって仕事はある」

「それよりも素晴らしい仕事を見つけたんだ」

「鉄を打つよりも素晴らしい仕事・・・？」

「そうだ。『最初にあった物語』が本当にあった話である事を証明するんだ」

「聞いたオレがばかだった・・・」

「俺の話を聞いて後悔しなかったやつがいない事は有名な話だろ？」

「・・・旅費がないんだ」

　少しの間を置いてからリチャードが言った。

「オレに選択肢はないのか？」どうやらレオンは断りようがないことを悟ったらしい。

「無い。それがわかってるんだったらさっさと旅に出よう。どうせグリートレイとスートアとツートラトとペクターラーを巡るだけだ」

「ほとんど全大陸じゃないか・・・」




　リチャードは無理やり話をまとめると、混乱するレオンを引き連れて家を出た。すこし前のほうにある道がカトルラへの街道だ。反対方向に向かって、つまり家に向かって歩こうとするレオンを無理やり引っ張るようにしてリチャードは歩いた。

「なんでオレが・・・」

「金だけ出すのはバカらしいだろ」

「それ以前にお前金無いんだったら自分で稼げよ」

「ああ。だからお前を説得して自分で稼いだ」

「もういい・・・」

　すでにレオンには説得されてねえ、と言い返す気も残っていなかった。それに言い返しても無駄な事はわかっていた。




　カトルラについた頃には夕方になっていた。彼らの後ろから太陽が今日最後の赤く燃える激しい光を放とうとしている。彼らは赤く燃え上がったカトルラの街に入っていった。カトルラの街は女神像の噴水を中心にして八つの通りによって分けられている。彼らが今歩いている通りももちろん最後には噴水にたどり着く。

「それにしても何も無い通りだな・・・」

「リチャード、一体何日ぐらいの予定なんだ？」

「さあ・・・。樹海に入らなければ１５日ぐらいかな？」

　民家ばかりで何も無い通りを、夕日に押されるようにして進むと、やがて耳に水の吹き出る音が聞こえてくるようになった。その音は当然ながら進むにつれて大きくなる。

　前を見ると水を噴出す噴水が目に飛び込んでくるような距離まで歩いてきた。噴水から船着場まではそんなに遠くは無い。遠くに何とか見えるぐらいだった噴水が徐々に大きくなってくる。通りには本当に何も無いので彼は目の前だけを見ながら足を進めた。

　不意に音が聞こえなくなる。つまり水が今は吹き出ていないという事だ。リチャードは走り出した。そう、水が吹き出ていない今しか見ることの出来ないものがある。カトルラのシンボルとも言われているガラスの女神像だ。噴水の水はこの女神像から吹きで出ているのだが、そのために水が止まったときにしかその姿を見ることが出来ないのだ。

「初めて見るが綺麗だな・・・」

　感想を言う彼の後ろでレオンは息を切らしている。それでもその目は夕日を反射して炎と同じ色を持つガラスの像に向けられていた。瞬間、ひときわ大きな光が彼らを襲った。太陽が今日最後に放った光だ。女神像はそれを、その全身で受けて天に向かって跳ね返した。恐らく、それよりも美しい光景に出くわす事はもう二度と無いと彼らは思った。




　辺りに再び水の吹き出る音が広がる。彼らは、日が落ちて後は暗くなるのを待つばかりの街を船着場に向かって進もうとした。が、リチャードはふと思いとどまった。

「カトルラ・・・。この街で調べる事は無かったか・・・？」

「さあ・・・」

「いや、ある。そうだ、この街にレヴァーディア家がある！」

「・・・探すのか？」

「そうだ。貴様に選択の余地は無い。さあ行こう」

　リチャードは指先で道を示した。レオンに与えられたただ一つの選択という道を。

「で、どこに行くんだ？」

意外と冷静な反応が返ってくる。これは彼にとっても意外な事だった。

「本の記述通りだったら職人通りの奥にあるはずだ」

　彼らは早速職人通りへ通じる道に入っていった。道を進めば進むほど辺りには闇が立ち込めてきて、民家の窓からは光が漏れてくるようになった。当然だがこの時間はすでにどの店も閉まっていて、恐ろしいまでに静かだ。時々響き渡る何かの動物の遠吠えが余計にそれを引き立たせた。やがて、街の明りさえも少なくなってくる。ここまで来れば奥まで来たと言っても差し支えないだろう。彼はあたりを見回した。当然だが横には家しかないし、下には舗装された道路、そして空には星が散らばっているのが見えるば

かりだ。

「通りから外れる必要があるな・・・。よし、こっちだ」

　何かいいたそうなレオンを無理やり引き連れて彼は一番近くの横道に入っていった。




　その選択は正解だった。星明りを背中に受けながら道なりに進むと、やがて右手に三階建ての家が見えてきたからである。本の記述（と彼の記憶）が正しければこの家がレヴァーディア家である可能性は高い。リチャードは早速階段を上った。玄関が二階についているからだ。しかし、玄関の前まで来て彼は重大な問題に直面した。

「あ、開かない・・・」

「当然だ」下から声が聞こえてくる。

「いや、何とかなりそうだ・・・。扉そのものに鍵はついていない。魔法錠だ」

「オレに手伝えってか」レオンはそう言って階段を駆け上がってきた。リチャード自身は魔法を使えないからだ。

　扉の前に来たレオンは、早速扉に触れた。しばらく、目を閉じて何かを感じようとする。彼の青い髪が、夜の闇と一体化して藍色となりリチャードの目に入ってくる。

「鍵になっている魔法は・・・。イフィト。それにフィアグス。解くのは簡単だが確実に近所の人にばれるぞ」

「光と風、か。確かに見つかるな・・・」

「どうする？」レオンは決断を迫った。

「壊すしかないな・・・」




　結局、扉には二人の手によって大きな穴が開けられてしまった。木製の扉だったし魔法で補強されていなかったので拳を貫かせるのは簡単だった。もうすっかり扉としての役目を果たさなくなってしまった木の板を潜り抜けると、当然だが家の中に入る。

「さてと・・・」

　言いながらあたりを見回す。間違いなくそこは玄関だった。後ろからはレオンが扉を潜り抜ける音が聞こえてくる。

「とりあえず中に入るか・・・」

　リチャードとレオンは早速中に入った。リチャードは床板ばかりを見つめている。恐らく、１階は倉庫になっていてそこに通じる階段は床板の下にあるはずだったからだ。

　暗闇の中で探している場所を見つけたのはレオンだった。彼は床板をはがすと、意外にもリチャードよりも先にはしごを降りていってしまった。

　レオンに続いてリチャードがはしごを降りた。途中までは何の問題もなかった。が、ちょうど真ん中あたりまで降りたところで、辺りに鈍い不快音が響き渡った。はしごの縄が裂ける音だ。次の瞬間にはリチャードは１階の倉庫の硬い床の上に立っていた。

「ふ、着地成功・・・」

　彼がそう言っている後ろでは縄ばしごが勢い良く落ちてくる。千切れた先端が床にぶつかった。さっきまでそこにあった上に上る道はもう無かった。

「どうすんだよ！？リチャード！」レオンが怒鳴った。奥の倉庫で反響して尚更うるさく聞こえる。

「別にいいだろ。さあ、先に見える素晴らしき暗黒の倉庫へ行こうじゃないか」

　彼はそう言いながら奥に向けて歩き出した。




　倉庫の暗闇に目が慣れるまでは何かにつまずいたりしてお互いに先に進むどころではなかったが、だんだんと慣れてくると、辺りに散らばる使い道のなさそうなゴミの山が大量に目に飛び込んでくるようになる。刃物が投げ捨ててあったりしてとても危険だ。彼らはゴミの山が谷を作っていて一応通路らしくなっている場所を歩いていた。先に進むにつれてゴミ山の高さは増していって今では天井に届いてしまっている。

「なあ・・・これ全部調べるのか・・・？」

「あたりまえ・・・じゃねえな。これはさすがに」

　リチャードは不意に今までとは違う感触を感じた。床を踏んだ感触が違う。今までの重たい石の床とは違う。軽い感じだ。

「レオン、手伝ってくれ」

「何を？」

「この床石だ。多分この下は空洞になってる」

「持ち上げるのか？どうやって？」

「壊すんだよ」一瞬の間さえおかずにリチャードが答える。

「これを壊せるような魔法は俺には使えないと思うが・・・」

「そこら辺から使えそうな道具を探そう」

　リチャードは床を拳で軽く叩いてから、道具を探すために右側のゴミ山を漁り始めた。使えるものはなかなか出てこない。剣の刃だけとか、皮ベルトとか、割れたガラス球とか、使えないものばかりが大量に見つかるが使えるものはまったく出てこない。レオンのほうもまったくと言って良いほど同じ状況だった。

　レオンは指先に鉄の感触を感じた。早速それを引っ張り出すとどうやらそれは斧のようだった。

「リチャード、あったぞ！」斧を両手でかかげながらリチャード見向かって叫ぶ。

「おお、でかしたぞ。それじゃあ早速・・・」

　２人はさっきの場所まで戻ると床を鉄斧で思い切り叩いた。想像以上に凄まじい音が辺りに響く。この倉庫の中で反響していて音がなかなかやまない。だがしかし、リチャードの思い通り、床は真っ二つに割れて、中からは大きな木箱が顔を出していた。




　木箱にはどうやら鍵はかかっていないようだった。彼は早速箱を開けた。箱の中には隙間を埋めるように白い綿が詰めてある。そして中央に剣が横たわっていてその横に小さな宝石箱のようなものがある。彼は早速宝石箱を左手に乗せ、開いた。彼がわずかにあけた宝石箱の隙間から紅い光が漏れてくる。彼はゆっくりと、更にふたを上に持ち上げた。完全に開ききると、そこから発せられる紅い光で倉庫一面が照らし尽くされた。宝石箱の中にあるのは間違いなくあの、ニーズライアの宝珠だった。

　リチャードは宝石箱を元の位置に戻すと、続いて剣を手に取った。想像していた通り、柄の部分にちょうどさっきの宝珠がはまるぐらいの大きさの丸い穴が開いている。この剣に関する説明はこの程度で充分だろう。これは間違いなくディック＝Ｃ＝レヴァーディアが自力で鍛えた剣レヴァーディアだった。

　リチャードは今度は箱の中に詰まっている綿を全て取り出した。やはり、思い通り箱の底、綿の下に剣の鞘が埋まっていた。彼は剣を鞘に入れ、宝石箱を上着のポケットに入れると立ち上がった。

「・・・全部持っていくつもりなのか？」

「ああ。泥棒は金目のものだけ奪って逃げるんだ」

　剣の鞘の部分を右手で握りながら笑顔でリチャードが言った。

「で、これからどうするんだ？上にはどうやって戻る？」

「俺がお前を踏み台にする。それしかないんじゃないか？」




　リチャードははしごを手に持って、しゃがみ込んでいるレオンの肩に足を乗せた。レオンは何とか立ち上がろうとするが思うように行かない風だった。多分彼が持っている剣の重さのせいだろう。肩に乗せた足からレオンの震えが伝わってくる。このままではすぐに崩れ落ちてしまいそうだ。リチャードは剣を上に持ち上げた。先端が上の階の床に当たる。少しずつ剣が二階の床に載っていく。やっと、手で支えていなくても落ちない位置まで載ったのをレオンが確かめると、彼は一気に立ち上がった。一応鍛冶の仕事

をしているだけあって体力は人並み以上にあるようだった。




　時間は良くわからないがまだ夜であることは間違いない。外が闇に覆い尽くされているからだ。埃まみれのベッドを借りる気にもなれないのでとにかく彼らは家を出た。




　結局、その日の夜は噴水前のベンチで寝て過ごした。もうすぐセーンだというのに野宿するなんて無謀だ！！と２人で騒いだがこの時間ではどうする事も出来ないのでとにかく眠る事にしたのだ。だが、寝ているのもつかの間ですぐに彼らはまぶしい朝日によって目覚めさせられるのだった。

「・・・朝、か」上半身を起こした格好でリチャードが言った。

「・・・眠いな」どうやらレオンももう起きているようだった。

「船に乗るか・・・」

　リチャードは早速北側の通りに入っていった。レオンもそもそも自分についていく必要があるのか疑問に思いながらもそれに続いた。

　波が港にぶつかってくる音はすぐに聞こえてきた。前方から差し込んでくる朝日が嫌にまぶしいが、寝ぼけた頭には大して関係のないことだった。冷たい潮風が強烈になってきたな、と思ってきた頃にちょうど良く船の待合室にたどり着いた。

　待合室のベンチにはまだ日が昇って間もないというのに結構多くの人がいた。受付にもわずかではあるが人が並んでいる。２人は列の最後尾に並んだ。途中、横は入りする人がいたりして中々先に進まない。が、それは並んでいるからそう思うのであって実際にはそんなに長い時間はかかっていないのだった。彼らにとっての長い時間が過ぎて、やっと彼らの番がやってきた。

「スートア大陸行きのチケット２人分」

「はい、こちらです。代金は計２０００リウスですね」

「それじゃあ、あとでジェイドライト鍛冶製鉄所に請求しておいてくれ」

「はい。それではこちらの請求書にご署名のほうをお願いします」

「ほら、レオン、早くしろ」

「勝手に人の職場の名義使うなよ・・・」

「有難う御座います。もう少しで出港いたしますのでお早めに乗船なさってください」




　彼女は船の縁に寄りかかった。前に２人組みの男が見えるが潮風になびく髪が邪魔になってよく見えない。一人は暖かそうな上着に身を包んで、見ているだけで寒くなるぐらいに薄いズボンをはき、今時珍しく剣を持っている金髪の青年で、もう一人はこの時期の標準的な服装をした青髪の青年のようだった。彼女は二人の姿をただなんとなく見ていた。

「うん、誰の髪だ？俺の目に入ったぞ」どっちが言ったのかはわからないが前の男が言った。

「ずいぶんと長い髪だな・・・。俺のじゃないぞ」何故か棒読みだ。

「誰の髪だよ・・・。うわ、また入った！」

「リチャード、後ろ・・・」

　彼らは彼女、エリスの存在に気づいた。お互いに船の進行方向右側と左側に位置していて、波の音が耳障りではあるが会話に支障は無い。

「こんにちは。はじめまして」

「はじめました」

　金髪でバランスの悪い服装のほうが言ったようだ。

「私の名前は・・・エリ・・・ア」

　リチャードは彼女の目を見てはいなかった。だけど、彼女から届く空気でそれが偽名である事はすぐにわかったし彼女の正体にも心当たりは有った。

「ああ、俺の名前はリチャード。んでこっちがレオン」

　何故か上を指差しながらリチャードが言う。

「・・・なんで上なんだよ」

「いや・・・話し合わせろよ！突っ込むぐらいだったらな、上から飛び降りてカッコ良く登場しろ！！」




　エリスはそんなやり取りをする彼らの姿をさっきと同じくなんとなく見ている自分に気づいた。

「ところでどちらに向かわれるのですか？」彼らの会話が途切れるタイミングを見計ら

って彼女は言った。

「どこって・・・どこだろう？」

　その回答に彼女は驚いたが同時に親近感もまた、覚えた。彼女もあてがないという点では同じだった。

「そうだな・・・とりあえずカールソラーナだな。その次はグリートレイ大陸。あとは

ツートラト大陸に行って・・・」

　少しの間を置いてから次々と行き先を口にする彼の姿は少し滑稽だった。




　突然、エリスがリチャード達のほうに近づいてきた。だが、目つきがどこかおかしい。そう、例えるなら彼らではなくて彼らの内面にある何かを見つめているような・・・。

「どうした？」レオンは思わずそう口にした。だが、返事が無い。

「・・・この俺様に近づいてくるとはいい度胸だな」

「・・・あなた・・・何か持ってない・・・」

　うわ言のようにエリスが口にした。

「何かって・・・」

「魔力が強そうなもの・・・」

　これを聞いた瞬間、リチャードの中に『最初にあった物語』の中で使われているある一文がよぎった。

『青い宝珠に選ばれたのは偉大なる空術使いの家系コーデリアの血を引くものキグナスだった』

　彼はポケットの中に手を入れた。すぐに四角い宝石箱が指に当たる。だが、これを彼女に渡して良いのか？彼は悩んだ。これを渡してしまったらあの本のように二度と戻れない旅になってしまうのではないか・・・。彼には決断を下せそうに無かった。自分だけが戻れなくならともかく、巻き添えが二人もいる。

「それはあなたのために存在するのではない。私たちのためにあるの」

　言葉の魔力。言葉に魔力があるとしたらこういうことが起こるのかもしれない。いや、彼のその行動はたしかに彼女のこの言葉によるものだったがそれは・・・恐怖からきたのかもしれない。彼はニーズライアの入った宝石箱を彼女に渡してしまった。

　彼女は宝石箱を開いてその中にある紅い宝珠を握り締めた。彼女のその姿はなぜか神秘的なものに感じられた。普通の人が彼女と同じ風にしても何も感じないにもかかわらず。彼女からしか感じ取れない何かがそこにはあった。




　ちょうど昼と夕方の中間ぐらいの時刻に船はカールソラーナに到着した。リチャードは降りる前にエリスに声をかけた。

「なあ・・・。行くあて無いんだろ？」

「何でわかったの・・・？」

　声に驚きの響きは含まれていない。彼女自身気づかれている事に気づいていたのかもしれない。

「いや、何となくだ。そういうことにしておく方がお互いのためだろ？」

「俺たちと一緒に行かないか？」

　何故か二人の言葉が重なった。

「・・・そこまでわかってるなら話が早い。さっさと船を降りよう」




　彼らはカールソラーナの街を見て歩いた。だがしかしこの街でするような事などまったく無い。第一『最初にあった物語』の時代にはまだティクスは存在していなかったのだ。スートア大陸にくる必要性さえ、よくよく考えれば無かったのである。適当な店で食事をとると彼らは港に戻った。

「面倒くさいな・・・。さっさとツートラト大陸に渡っちまうか」

「おい、樹海に入るつもりじゃないだろうな・・・」

「いや。何となくライクヴァ諸島に寄ろうと思う」

「なんでだよ・・・」

　彼らがそんなやり取りをしている間にエリスが乗船券を購入してきた。今日の最終はオルラ経由サーニフ行きだったらしい。チケットにはサーニフまで、と判子が押されている。エリスが気を利かせてくれたのかどうかはわからないがとにかく彼らは彼女に礼を言った。




　どうやら酒を飲みすぎたらしく、彼は強烈な目眩を感じた。とにかくこの酒場から出ようと立ち上がるが船の揺れに邪魔されて足が思うように動かない。今は何とかレオンの肩につかまって体を支えてはいるが手を離せばすぐに倒れてしまいそうだった。

「ふふふ・・・船酔いと二日酔いが同時にきた気分だぜ」

　彼はもう自分でも何をいっているのか良くわからない様子だった。レオンは仕方が無いので彼に肩を貸して、表に運んでいった。

　冷たい潮風が火照った身体を覚ましてくれる。彼は酒気が体から抜けていく感覚を強く感じた。彼をここまで運んできた友はもういないが、代わりに旅先で出会った女性が傍にいた。しかし、未だに酔いが冷め切らず、足元の揺れに絶えるのでさえ大変な彼にそんな事はどうでも良かった。

　彼女は星を眺めているようだった。正面に見える虹色の光を放つ星が魔力の神ライラ＝ミーンスが住まうとされる星ライラである。どうやらエリスはその星を見ているようだった。

　長い髪が潮風に流されて目の前を塞ぐらしく彼女は星を見ながらよく両手で髪を掻き分けていた。彼と同じ金髪ではあるが色は少し暗めだ。長い間旅をしているようで服が全体的に汚れ気味だ。彼の推測が正しければ彼女はグリートレイ大陸には近寄りたくないはずである。

「そろそろ部屋に戻るか・・・」

「私はもうしばらくここにいますね」

　それだけ言うと彼は船室に戻った。




　彼が目を覚ました時にはもう夕方だった。船室の窓から見える海は夕日を反射して金色の光を放っている。彼は窓の外を眺めながら、ふと雰囲気が変なことに気づいた。

後ろを振り向いてみるともうすでに船を降りる準備を整えたレオンとエリスの姿が見える。彼は苦笑いしながら、支度を整えた。




　かつて途上大陸と呼ばれていた大地に彼らは降り立った。もうかつての呼び名は相応しくないぐらいに発展したこの街サーニフはレイアー鉱山から採れる鉱石を加工して成り立っている。街の建物の多くは別大陸から持ち込んだ石で建てられている。また、この大陸の開発に時間がかかった最大の理由に土がある。作物が全くといって良いほど育たないのだ。一応品種改良したいも類は育つのだがそれ以外はまったく期待できない。

それは今でも変わらない事である。三人はしばらくの間埠頭で次々とたるが船から下ろされる様を眺めていたがどうやらそれが邪魔になっているらしい事に気づいたのでやっと港から出ることにした。




　レオンとエリスの２人が夜の町へ出て行ってしまったのでリチャードは宿に一人になった。部屋の窓からは広い海が一望でき、その反対を見ると宝石が散りばめられた豪華な扉が目に入る。部屋を明るくしているのは魔力が込められた赤い宝石で、ついさっき宿の人が魔力を込めるために部屋にやってきた。赤い宝石といってもルビーではない。

が、魔力保存には適しているようでどうも一晩は持つらしい。これも月の効力であろうか。リチャードは部屋の戸棚からジュースを取り出して飲み干しベッドに横になった。レオン達が戻ってくるのは次の日になってからだった。




　二人が戻ってきたのは結局翌日の昼になってからだった。どうもレオンは酒場で酔いつぶれ、エリスは酒場で飲み明かしたらしい。しかも２人ともまだ酔いが抜けてないようでリチャードは話を整理するのに何度も聞きなおさなければならなかった。

　足取りがふらつく二人を引き連れて、リチャードは南に向けて歩き始めた。別にたいした情報は得られないだろうが樹海に入るよりはましである。何しろ樹海の中では植物に触っただけで命を落としてしまうのだから。




　通りは道として造られたというわけではなく、むしろ家の壁が道を形作っている、という感じである。そのため道は真っ直ぐには伸びておらずあちこちで右や左に曲がらなければいけなかった。結局、街外れにきた頃にはもうすでに夕方になっていた。この街の郊外も多くの街の例に漏れず農作地帯となっていて畑があちこちに散らばっている。とはいってもその多くはいも畑なのだが。

　魔力の象徴としてディーターの神話に登場する月。神話の中では創造神デュストが魔法だけが存在していた時代を終わらせ物質を創り出した時に生まれたといわれている。実際、月の出るここツートラト大陸では魔法効果が上がる事が確認されている。彼らはそれが放つ青白い光の下を歩いていた。今彼らが歩いている一帯は、大隆起前は年中霧が立ち込め、歩くのもままならない沼地が広がる途上大陸が途上大陸である由縁とも言われる場所であった。当時の記録によれば橋代わりに板を沼に浮かべてあってその上を

渡っていたらしい。やがて、月が頭上高くに昇る頃になって彼らはレイアー鉱山で働く鉱夫たちが集まる小集落にたどり着いた。




　酒場ばかりのその街の中でも特に大きい酒場がシュリーレイアーである。『最初にあった物語』作中にも同名の酒場が登場するが、それと同一のものであるかどうかは疑わしい。ともかく、彼らは真っ先にそこへ向かった。

　街は水路によって四つのブロックに分けられている。水路の水はここから南西のトラセスト湖から引いてきている。水面には月がくっきりと映っていてそこからまた新たな光が発せられている。リチャードは水路の水を手ですくって飲もうとしたがあまりにも冷たすぎてやめた。目指す酒場はこの街の中央の浮き島にある。彼らは数え切れないほどの回数他の酒場に声をかけられながら、そこにたどり着いた。




「よし、レオン、扉を爆破するぞ。鍛冶の知識がこんなところで役に立つとはな」

酒場の扉を真横に捉えながらリチャードが言った。

「・・・ここまできてそれがオチだとか言うんじゃないだろうな？」

「いや、それも言おうかとも思ったが・・・」

貴様に読まれる程度じゃたいしたこと無いな。と彼は付け加えた。

「入るんだったら早く入ろう。寒いから」

「それはずいぶんと冷静な指摘だね。エリアさん。それじゃあ中に入ろうか、君達」

　言って、彼はレオンに扉を開けるよう目で促した。




　酒場の中は予想とは裏腹に静寂が広がっていた。正面のカウンターでマスターが棚にコップを入れているのが見えるが、人の姿は彼以外誰一人として見えない。聞こえてくる音といえば一番右と左にある暖炉で薪が燃える音ぐらいである。リチャードはそんな事を気にする様子も無くカウンターの一番真ん中の席に着き、二人を招いた。

「おい、酒を出せ」

「酒ったって色々あるだろ」

「何でもいい。一番安いやつだ」

　すぐにリチャードの前に赤い液体が注がれたコップが置かれた。彼はそれを飲んだ。

「・・・他には？」

「って言うと例えばなんだい？」

　リチャードは右手を剣に伸ばした。そしてわざと金具がすれる音を鳴らしてから言った。

「・・・せめてカムフラージュの客ぐらいは用意しておくべきだったな。バレバレじゃないか。流行が廃れた後の苦肉の策かい？」

「リチャード、お前一体何のことを言ってるんだ？」

「ふん、目の前の馬鹿が俺の代わりに白状してくれるさ」左手でマスターを指差しながら言った。そして困惑する様子のマスターに刃が見えるように剣を鞘から半分ぐらい引き抜いた。

「さあ・・・白状しな。薬か。それとも高濃度魔法酒か？」

　エリスは何かの気配を察知してポケットからニーズライアの宝珠を取り出した。宝石箱をポケットに入れたあたりでリチャードが剣を完全に引き抜いたようだった。彼女は彼が剣をマスターに突きつけるのを横目で見た。

「・・・確かに言い訳しないのは正解だな。どうせ大方他の客が入ってきたら俺たちの

ことを『族だ！』とか何とか言うつもりなんだろ？」




　リチャードは前のマスターの動きよりもむしろ後方に注意を払っていた。おそらく隠し階段は出入り口の床にあるはずだと彼は睨んでいたからである。彼はマスターが妙に自信ありげな事から見て合図一つで人を呼び出せるようになっていると踏んでいた。だがそれをやってしまうと言い逃れできなくなってしまうので実行に移さないだけで。

「それじゃあルーテクスに帰ったら大学長に報告しておくから。さよなら」

　彼は席を立った。それにあわせてレオンとエリスの二人も立ったそのとき、後ろのほうで木の枝が折れるような音がした。振り向くと、案の定床が外れて階段が現れておりそこから次々と屈強な男達が現れてきていた。皆口々に何か言っているが数が多いので言っている事はよく聞き取れない。

「リチャード！どうするんだ！？」レオンが叫んだ。

「・・・・・・」

　彼はエリスの方に目で合図を送ってから剣を前に向けた。刃が風を切る音が伝わる。その音を合図にするかのように男達がいっせいに攻め込んでくる。彼らは全員目が葉っぱが腐ったような色に変色している。高濃度魔法酒特有の症状だ。もうすでに理性さえも残っていないらしく、剣を素手で握り、手のひらから血を流しながらその場にうずくまる者や、レオンの足払いで転ぶ者や、エリスの簡単な魔法で戦意を失う者ばかりである。だが、中には這ってでも彼らを倒そうとする者や、魔法を使える者達もいた。そう

いう人達は皆エリスにばかり攻撃を仕掛けようとしていた。当然である。しかし彼女に彼らの攻撃が届く事は絶対に無いのだった。レオンが、樽で殴りかかってこようとする男に軽く蹴りを入れたときに横目で見たエリアは何故か、まるで風が場所を変えて吹くかのように、一つの場所にとどまることなく移動していた。しかも体が半透明で向こう側が透けて見える。そんな彼女の持つニーズライアの宝珠がレオンに戦う事を思い出させた。彼は風と拳がすれる音を頼りに相手の攻撃をかわしてリチャードの援護に出た。

　リチャードはエリスに目で合図を送った。彼自身そうする事は不本意だったが、そうしなければ戦闘が激化するだけである事を彼は悟ったのだ。エリスはそれに気づいたらしく、彼女の持つ宝珠から紅い光が放たれて、それが彼らの身体を照らし、突き抜けた光が壁を紅く染めた。リチャードがこれから起こることを目で見ようとしたときにはもう、魔法は完成していた。

「リーク・ライア・ティーム・・・」

彼女の言葉と同時に魔法がその効力を表し、リチャードとレオンとエリスの三人はこの場所から消え去った。







　窓から星の明りが差し込んでくる。ガラスのはまっていない、壁に穴をあけただけの窓からは光のほかに冷たい風も吹き込んでくる。彼らが降り立った部屋は一人用のベッドと本棚だけがある質素な作りであった。レオンがさっきまでとは違う眼差しでエリスを見ると、彼女は窓から差し込む光の中に自身の全てをおいているように見えた。

「エリス・・・。エリス・・・コーデリア・・・」

レオンはそう呟いた。彼女は黙っていた。星明りに照らされて彼女の肌は白くさえ見える。

「空間魔法を操れるのはコーデリアの血を引くものだけ・・・」

「レオン、お前ちょっと黙ってろ」

彼は彼女の気持ちを勝手に察していた。偽名を用いた事それの証拠だった。

　彼は本棚から本を一冊抜き出した。緑色で恐ろしいまでにボロボロのその表紙にはこう走り書きされている。

『オーヴァ＝キースギア冒険記録』

「おいエリス！！明りを点けろ！」




　彼は本のページを開いた。朽ちた紙は魔法で作られた光を簡単に吸収してしまう。最初のページにはパーティメンバーが記されていた。その中の一人シーア＝エルファースに彼は軽い興味を持った。次のページからは冒険日記が淡々と綴られていた。どうやら彼らはかつてツートラト大陸が途上大陸と呼ばれていた頃の人物らしい。触っただけで崩れ落ちそうなほどに脆くなってしまった本を慎重に読み進めると、彼はとうとう自分が感じた予感が正しかった事を知った。その記録にはこんな記述があった。




『１５７７年ルレイ２２日。とうとう樹海の端の、ディックとレインがニーズライアを発見した遺跡にたどり着いた。そこの祭壇に、レインが娘に向けた手紙を見つけた。個人の手紙の内容をそのまま書くのも何だが内容が気になるから一応残しておく。




        親愛なる（一方通行）プラナへ

　私達は再びここへやってきました。・・・ここが旅の終わる場所だと信じて。でもそれは違いました。私達の旅の終着点はここではなかったのです。いえ、私達の旅ではなくて私の旅というべきかも知れませんね。私は私が見る夢とニーズライアの声を頼りにここまでやってきました。そしてここでまた夢を見ました。旅の続きの夢を。　あの島はたぶんゼスエフェ島。本当はあなたをそんな危険なところには行かせたくない。でも行くのでしょうね。ここまで来てしまったのだから。まあせいぜい頑張りなさい。どうせ私はもう死ぬ以外に道は無いんだから。さようなら。

        レイン＝クラウディアより




　色々と疑問点は多いが・・・。とにかくこの親子は謎が多い・・・』




「これが証拠だ。『最初にあった物語』は本当にあった話だった」

彼はすっかり興奮していた。しかし、本だけは丁寧に扱っていた。

「手紙の内容が最初にあった物語内のものとほとんど変わらない」

彼は深く深呼吸した。喉に入ってくるのは埃ばかりだ。咳き込む彼を見て、レオンとエリスは微笑を浮かべた。彼らは扉を開けて表に出た。目の前に現れた海が星の光を海岸に寄せて輝いていた。





現在の傷跡




　彼は足に冷たい水の感覚を覚えた｡何時の間にか潮が満ちて、海水が彼らのところまで上ってきていたようだ｡太陽はもう上まで上っていて、その光を受けた海は細かい光の粒を彼らに向けて放っている｡このすんだ青い水はライクヴァ海の水だった｡彼らは今ライクヴァ諸島の北西に位置するヴァーテ島にいた。

　彼は目的を果たした｡だが、どうも戻る気にはなれない｡彼は他にもする事が有るような気になっていた｡

「なあ・・・もうそろそろ移動しないか？」

レオンの声と同時に、彼らは北に見える森へ向けて歩き出した｡




　森を越えるとヴォーテシという村に出る｡この森は特に危険なわけでもないし、気が日光を遮るほどに多い茂っているわけでもないので彼らは気楽に森の中を歩いた｡時々草むらから何か動物の尻尾のようなものが見えたり、目の前をリスが横切っていったりもした。

　左手で木の枝を持ち上げてその下をくぐり抜けると、木に遮られずに日光が直接彼らを照らした｡森は終わりを告げ、すぐ近くに小さな農場が建っている｡その向こうには牧場があり、さらに遠くは集落になっていた｡一番遠く、海の手前には小さな赤灯台が見える。リチャード達が村へ向けて歩き出す後ろでエリスは遥か彼方を見つめようとしたが海の青と空の青が混じってしまって彼女が見つめたい向こう側を見る事は出来なかった｡空はごくわずかにだが夕焼けの金色を含みつつあった｡




　港まで行ってみたがわかったのは船が来るのが二日後だということだけだった｡この時期には魚もあまり泳いでいないので漁船でさえでていないらしい｡リチャードは一瞬エリスに視線を送ったが、彼女の瞳を見つめるとすぐに考えを引っ込めた｡

　幸いにも今はちょうど野菜の収穫の時期を過ぎた直後だったので、農家に行くと簡単に野菜を恵んでもらえた。調理するのも面倒だったのでリチャードは郊外から戻る途中に生のまま野菜をかじった｡後の二人もこれに倣った｡




　彼は誰かに身体を揺さぶられる感覚で目を覚ました｡上体を起こして近くを見るがレオンもエリスもまだ寝ている。彼が顔を上げるとそこには見覚えの無い顔があった｡

「・・・・・・眠い」全身を伸ばしながら言ったので何を言っているのか良くわからない。

「俺に何か用か？もしないなら俺を起こした責任はとってもらうぞ・・・？」

言いながら彼は横になった｡

「用が無かったら起こさないよ。・・・なんで君はエリスと一緒なんだい？」

「エリスのほうを起こせばいいだろ・・・。ん、そういうことか・・・」

まだ半分寝ているような口調にもかかわらずリチャードの思考ははっきりとしているようだった｡

「お前・・・コーデリア家ゆかりの者だろ。だったら教えるわけにはいかんな」

「僕はただ偶々ここでエリスを見つけただけだ。別に連れて帰ろうなんていう気は無いよ」

「だったら直接本人に聞け。あいつが魔法について熟知している事ぐらい知っているだ

ろ」

魔法を良く知らないものは安易に魔法を使おうとする。彼は魔法こそ使えなかったが何故か魔法理論は良く知っていた｡




　しばらくの間の沈黙。静けさは彼から眠気を奪い取った｡彼は冷静にもう一度周りを見渡した。レオンは顔をこちらに向けて目を閉じているが、眠っているのかどうかはわからない。エリスは・・・。

「おい、エリスお前起きてるだろ！」

彼はポケットの中から小銭を取り出すとそれを思い切りエリスの背中にぶつけた｡

「こいつがお前に用があるそうだ。適当にあしらって橋の下に投げ捨てろ」

彼はそれだけ言いうともう一度横になった｡




　彼女は目の前にいる青年のことをよくは知らなかった。だが彼が何をしに自分を訊ねてきたのかは大体見当がついていた｡

「久しぶりね。ハント＝レヴァーディア」

「エリス＝コーデリア。こんなところで会えるとは思わなかったよ」

「力を使ったの？使わなかったら来るのも難しいのに」

「ちょっとだけ。急ぎの用があったから」

「直接口で伝えるような用？しかもあなたが？」

彼はここで一旦会話を区切った｡本当だったら今エリスと行動を共にしている人たちにも話すべきなのかもしれなかったが、彼はそうせずに、この場でエリスにだけ説明した｡

「宗教都市ディーターのことは知ってるよね」エリスはすぐに「ええ。」と答えた。

「ほとんど失われてしまったディーターの教典がエーノに僅かにだけど残っている。僕はこの前それを見ていたんだ。そしてちょっとした記述を発見したんだ」

エリスはその『ちょっとした記述』に興味を持ったが彼が話すのを止めたりはしなかった｡

「これがそれのメモだ。読んでみてくれ」




　彼が目覚めるには時間がかかった｡だけど待つのは苦痛ではなかった｡考える事があまりにも多すぎた｡ハントの行動は彼の独断によるものだった｡もしコーデリア家が絡んでいたら男性である彼に空間魔法を使う事を許可しなかっただろう。クリームの時代からずっとそうだった。男性はコーデリア家を継げないのだ。成人すると同時に、姓を変え家を出なければならない。そう決まっていた。ハントの父ルークもそうした者の一人だった。

　彼女はメモを開いた｡しっかりと魔法で字が写されている。古語の文語体なので少し読みにくいが、一応読めない事は無い｡彼女は最後まで読んで、一息ついてもう一度最初から最後まで読むとそれをニーズライアが入っているのと同じポケットにしまった｡




　リチャードは寝てなどいなかった｡彼にとっては寝る前にすべき事が多すぎたのだ｡エリスとハントの会話を聞くこともその一つだったし、メモの内容が何なのかを考えるのもそのうちのひとつに過ぎなかった｡彼は落ち着いて考えていたいから横になっていた｡誰も起こしてくれないから長い時間考え事を続けていた｡

　だけどもう飽きた｡

「リチャード様のお目覚めの時間だ・・・」

彼はゆっくりと体を起こした｡

「そういうわけでおはよう。話は全部聞かせてもらった。ハント、そういうことはこの俺に言ってくれればすぐに手を打ったのに・・・。残念だ・・・」

「あ、ごめん、ハントさんに訂正しておく」

「その言い方は余計失礼だと思うが・・・」

レオンは少し前に起きて、海岸で釣りをしている人から小魚を恵んでもらってきたところだった｡

「ああレオンにエリスもおはよう」

　ハントは彼をじっと見つめた｡まったく、何を考えているのかがわからない。何も考えていないのか、あるいはその反対なのかさえも。

「ハントさん、魚は生でよろしいでしょうか？」彼の言う事は本当に理解できない。




　食後、エリスはメモを皆に見せた｡今度の旅の目的地は決まった｡宗教都市ディーターの跡地にある自由都市ディーターだ｡立ち上がって魔法を使おうとするハントをエリスは右手で制止した｡船がくるまで後一日、ここで過ごす事になった｡




「ああ・・・釣れねえ・・・」

彼は拾った釣りざおで魚を釣ろうとしていた｡別にいざとなればエリスとハントの二人に任せればよいので全くつれない事に対する危機感は無かった｡遠くから、徐々に実体を現しながらやって来て、最後には砕けて消える波を見続けるのは意外と楽しかった｡空が赤く染まりかけたころになってやっと一匹小魚が釣れた｡リチャードは彼女に後を任せる事にした｡

　リチャードに頼まれてエリスは海岸に出た｡夕方の海はいつものように赤く染まっている｡彼女は目を閉じて、眼下に広がる海を見つめた｡それだけで充分だった｡







　翌朝船はやっと港を出た｡彼らが乗った船は小型の魔法船で、船底から彼らが立っている入り口付近に至るまでずっと船荷が積まれている。どうやら魚介類のようで、荷物のせいで狭苦しい船内に魚の生臭い匂いが充満している。

　窓までもが荷物に隠れてしまっているので暗い船内で彼らは船が目的地のミファ島に着くのを待った｡

　彼らがミファ島に着いたのはちょうどお昼頃だった。さすがに近海最大の島だけあってそれなりの活気はある｡太陽の姿を歪めて映す美しい海に、その海の上にある大きな船がこの街の活気を現していた｡ここはミフィク。サンライズ＝ディアスとエスト＝ディヴェントが出会ったことで有名な街だ｡彼らがたどった道筋が妙に『最初にあった物語』と似ていることは一部の研究者の間では有名である。

　この街の礼儀にしたがって道ゆく人とすれ違うたびに挨拶を交わしながら四人はレストランを探して街を歩き回った｡




「ここから一気にディーターに行くのか？」

適当に見つけて入った店の中でリチャードがハントに話を切り出した。

「それが一番効率がいいと思う。ここからだったらガドールまでの船は出ているし」

「それじゃあそういうことで、解散！」

彼は店を出ようと席を立った｡ギリギリのところでレオンが止めてくれたので店を出ずに済んだが、リチャードは三人のあまりのノリの悪さに吐き気さえ覚えた｡




　食事を終えた彼らはさっさと会計を済ませて店を出ようとした｡リチャードは扉の前で立ち止まって外をよく見た｡外では白い粒が舞っていた。雪だ｡彼が雪を見つめて目を上から下へ、上から下へと送りつづけていると、後ろから伸びてきた手が勝手に扉を開いて彼を残して皆外に行ってしまった｡リチャードも慌てて後に続いた｡

　４人並んで港へ向けて進むうちに雪は止んでしまった｡雲の間から弱々しい太陽の光が覗くようになり、薄い雲を通して空全体を見通せるようになった｡彼は頭の上に僅かに積もった白い粉を両手で払い、落ちた雪を足で思い切り蹴り上げた｡それは風の影響を受け、ハントの顔面に直撃した｡

「あははは・・・。お、俺は悪くないぞ！！」

リチャードはそう言いながらレオンの陰に隠れた｡

「・・・・・・」ハントは無言でリチャードを見つめた｡彼の理性的な瞳とその言動の不一致は本当に理解できない｡




　ちょうどよいタイミングで港に着いたらしかった｡船は今ちょうど積荷の交換と船員の交代の最中ということだった｡グリートレイ大陸行きの船だ｡船賃はハントが彼らの分も含めて払った｡

　船室は四人で過ごすには窮屈だったがどうせ何人かは甲板に出るだろうから関係なかった｡リチャードはエリスとハントを交互に見つめた｡エリスは本当はグリートレイ大陸には帰りたくないはずである｡彼女は冒険者としての人生を選んだのに彼女の母スフィア＝コーデリアがそれを許そうとはしなかったのだ｡もしかしたらハントの言った内容全てがエリスを連れ戻すための嘘だったのかもしれない｡いや、それは無いだろう。空間魔法無しであんな辺境の島に来るのは並大抵の苦労ではない｡

「なあレオン、魚釣りにいこーぜ」

「釣れるわけ無いだろ・・・。大体道具が無いだろ」

「食糧倉庫に釣りに行くんだよ・・・。ふふふふふふふふ・・・」

「・・・誰かこいつを止めてくれ」

「あなたも充分彼と同類ですよ」

エリスが冷静に情報を分析する。レオンとリチャードの視線を同時に感じたハントは仕方なくこう言った｡

「・・・駄目だ、僕には出来ない・・・」




　何時の間にかエリスは部屋から出ていなくなってしまった｡船は日が落ちた後にカトルラにつき、そこにしばらく停船した後でガドールへ向かうらしい。つまり到着は明日の早朝ということだ｡

「お酒でも取ってきますか？」

「ハント・・・。この俺が酒を飲むような奴に・・・」

「船の中で酒飲むと具合悪くなるからいいよ」

ハントは初めて彼がまともな事を言ったと思った｡




　ハントも部屋を出て行ったので残ったのは２人だけになった｡だがする事が何も無い｡リチャードは寝ようとしたが、レオンが本を読んでいてカーテンを閉めれないので明りが窓から差し込んできて寝つけない｡彼はしばらく横になり、しかしあきらめると、起き上がって部屋を出た｡

　彼はとりあえずハントに会いに酒場へと行く事にした｡廊下の奥にある階段を一階分下がり、再び廊下を歩いて三番目にある扉を開くとそこが酒場だ｡彼は早速中に入ろうとした、がちょうどそのとき船が大きく揺れて、外開きのドアに後頭部を強く打たれて彼はその場に倒れてしまった｡だが、彼は何とか意識を飛ばさずに耐えた｡横にある柱に寄りかかるようにして立ち上がり、ふら付く足を恐る恐る進めて酒場の中へと入った｡いくら船の中にある酒場だと入っても昼間から酒を飲むような物好きはあまりいない｡それなりの人数が入れそうな大きめの部屋全体を見渡すと簡単にハントの姿を発見できた｡彼は顔が青く染まるまで酒を飲みつづけた挙げ句に何故かカウンターの中で店を仕切っている｡彼は早速カウンターの中にいる彼に声をかけた｡

「おいハント、なんかくれ」

「・・・嫌です」

「なんだと、この俺の命令が聞けないのか！？」

彼はカウンターまで足早に進み、空中で身体をひねって手をつき、一気に飛び越えて中に入った｡

「だから言っただろ・・・。船の中で酒飲むなって・・・」

「う・・・」

彼はどうやら自分では何かを言ったつもりらしい。

「・・・ヤバイな、こりゃ。おい、マスターはどこだ？」

「・・・・・・」

相変わらずハントは何かを言ったつもりになっているらしいのだが、口元も全く動いていない。

「ふむ・・・。ハント、行くぞ」

彼はハントを引きずるようにして養護室へと運んでいった｡

　急性アルコール中毒に加えて船酔いの診断までもらったハントを置いて彼は医療室を出た｡船が再び大きく揺れて、何事かと思い窓の外を見ようとすると窓の外に広がる海より先に窓に叩きつけられる雨が目に入った｡船がまた揺れてリチャードは壁に背中を叩きつけられた｡彼はゆっくりと慎重に立ち上がり、左手を壁につけながら歩いた｡

　彼の勘が当たっていればエリスはまだ甲板にいるはずである｡とにかくまずは外に様子を見に出てみる必要があった｡彼女はきっと全身を水に濡らしながら世界の向こう側を見ようとしているに違いない。

　彼は最後の扉を開いた｡目の前の扉が消えて、その代わりに雨と風が激しく吹き込んでくる。彼は全身で風を押すようにして前へと足を動かした｡本当にあったかどうかもわからないほどの一瞬の直後に雷鳴が轟く。その光と音の中で彼は確かに彼女の姿を見た｡エリスは杖一つで全身を支え、雨の存在すらもこの大空と共有し、風と心を融け合わせている様に見えた。リチャード本人でさえ自分が何故このように考えたのかわからなかった｡

　エリスは杖を持っていないほうの手をポケットに入れていた｡ニーズライアが入っているほうのポケットだ｡リチャードが近づいてきた事を知ると彼女は彼の方を向いた｡彼は彼女がその瞬間に見せた表情から多くの意味を瞬時に読み取ったが、それはあまりにも重たすぎたので彼は受け入れる事が出来なかった｡

「中に入ろうぜ。寒いから」彼は確かにそういったがエリスになんと聞こえたかはわからない。

「・・・・・・。・・・わかったわ」

雨が頭に落ちてくる感覚を味わうのに充分な時間を置いてから彼女が答えた｡




　二人が中に入って扉を閉じると、甲板には雨と風の声だけが残った｡二人は部屋に戻り寝ているレオンの横でリチャードはハントの話を彼女に聞かせた｡話を聞きながら窓の外を見るとツートラト大陸の東の大樹海が見えた｡それは明らかに動いて見えるのに、それはそこから動かずに不変であるように見えた｡彼女はそこを見つめつづけるうちに、自己の中から呼ぶ声が聞こえてきた｡彼女の瞳は森を通り越した｡ただ、耳障りな声がこの場にはあった｡リチャードの声だ｡彼女はやっと我に返った｡人間を超越した次元から戻ってきた｡




　嵐はもう過ぎ去っていて、船はヴァズ－ペクス海流に乗って高速で移動していた｡今は北東にむけて進んでいる海流ももう少しでペクターラー大陸にぶつかり、その向きを変え、北へ向けて進む。進んだ先にあるのがカトルラだ。そこから海流は海峡へと向かうが、船は海流からそれてガドールへと向かう。雨雲がすっかり後方になった頃には、空はすっかり赤く染まっていた｡暗幕を取り除かれたばかりの美しい夕焼けは、いや、輝いているのは空ではなくて海だ｡海の紅を空が映しているだけに過ぎない｡波を持たない海は空が虚構である事を再認識させるほどに強烈な存在感を放っていた｡彼は窓から顔をそむけた｡エリスはまだ外を見つめていた｡彼女の金色の髪が採光で僅かに赤みを帯びていた｡彼は頬杖をつき、目を閉じた｡彼女は訪れた静寂を保った｡




　船はやっとカトルラにたどり着いた｡医師の勧めで、ハントは一旦陸地にたつことになった｡少なくともそうすれば船酔いは収まるからだ｡彼は停泊しているがために波の影響を受けて（彼にとっては）激しく揺れる船の中を何とか歩き回り、船員達の力も借りてやっとの事で船から下りた｡そうして初めて彼は自分の周りの空気が冷たい事を感じた｡魔法使いならば常に気を使わなければいけないことだったのに、だ｡そのことにハッとしてから、やっとあたりから自然の光が消えて、代わりに炎の織り成す人間が造った光があふれている事に気づいた｡気づくのが遅すぎたわけでは無かったが彼は少し悔しかった｡

　ハントは待合室を通り、街中へと出た｡さすがに港町というだけあって、船が来るのならば夜であろうと活気があった｡降りてくる人を目当てにしているのか、露店が沢山通りに点在していた｡彼はその中の一軒を選び、簡単な食事を取った｡美味しくも無く不味くも無い、味がするのに味が無い、奇妙なものだった｡軽い食事を終えると彼は港へと戻った｡カトルラの料理よりも生まれ育ったグリートレイ大陸の料理のほうが口に合うのは明らかだったからだ｡しばらく船が波にまかせて揺れるのを眺めていた彼だったが船がもうそろそろ出港すると教えられて船に乗り込んだ｡

　船室にいる三人は皆、眠っていた｡彼も横になろうとしたのだが、場所が無い。仕方なく彼は階段を下り養護室へと一人歩いていった｡




　レオンが目を覚ました時にはもう既に部屋は空っぽで、窓の外の景色は停止していた｡どうやらカトルラまで来たらしい。ここで船を降りれば家に帰れるのだが、彼らの旅に付き合うのもそんなにつまらなくは無かった｡彼は船が出港するまでの時間を寝て過ごそうと思い意識を沈めた｡

　彼が寝入ってすぐにリチャードとエリスの２人が部屋に戻ってきた｡リチャードはレオンが寝ているのを見るなり剣を彼の背中に落とした｡骨が折れたような音があたりに広がるがリチャードは全く気にしていない。

「おはよう。どうだ、食べるか？」

何事も無かったかのように街で買って来た食べ物を勧めるリチャード。

「・・・・・・」

レオンは返事をする前に起こした上体を再び伏せた｡

「エリス、食べようぜ」

「ええ・・・」




　カトルラはだんだんと後方に下がっていってその代わりにガドールが前から近づいてくる。海流に乗るまではゆっくりと進んでいた船も、海流に乗ってからは早かった｡もう少しでガドールにつくはずである｡あたりはすっかり暗くなっていて部屋の天井に吊るされたランプが時々揺れていた｡彼はエリスから借りた本を読んでいた｡何時の間にか彼女は部屋からいなくなっていた｡

　彼女は突然嫌な予感に襲われた｡それはどこか確信めいたもののある予感だった｡彼女は急いで部屋を出て甲板へ向かった｡彼女は星空を臨んだ。ライラとデュストの二つの大きな星は何時ものように大きく輝いている。彼女は自分の家の方を見た｡でも何も感じない。魔法を使えばすぐに全てがわかるのだが人の多い場所でそれはしたくない｡ゆっくりと顔を動かして、目線をライラの光に合わせる。腕を真っ直ぐに伸ばして人差し指を星に向ける。意識をそれごと空へとぶつける。だけどやはり何も得る事が出来ない。

　じっと星を見つめている間にも船はどんどん進んでいた｡街の明りが気になるようになってきたので彼女は部屋へ戻った｡

　部屋に戻る途中で他の三人と合流した彼女は狭い廊下で向きを反転して彼らと共に外へと向かった｡４人が外に着いた頃にはもう既に灯台の明りに照らされる港がはっきりと見える距離まできていて、船全体にも微かに光がかかっていた｡船が進むにつれて、船は暗黒を離れ、眩しい明りの中へと入っていった。




　レオンは突然何かを感じた。足がグリートレイ大陸に着いた瞬間に。彼は静寂のある街の通りに目をやった｡たしかに近くに何かがある。彼はエリスの瞳に答えを求めた｡彼女もその何かに勘付き、それを探っているようだった｡その隣に立っているリチャードのさらに隣にいるハントもまた同じだった｡彼はいまはそれが恐怖に近いものだと思っていた｡恐怖には近いがそれは恐怖とはまた違っていた。彼が感じたものは、例えるなら絶望を切望する自分に対する恐怖であった。彼はもう一度彼女の瞳を見た｡彼女は彼の目では見ることの出来ないものを掴もうとしていた｡

「エリス・・・お前この大陸に来たって言う事は家にも寄るつもりなのか？」

この静寂を破ったのはリチャードだった｡彼はエリスが戻って来れない極限を見つめだしたと感じたから静寂を破ったのだった。

「・・・・・・たぶんそうするしかないと思う」

少し考え事をしているような喋り方だったが、彼の発言に対しての答えはあらかじめ用意していたように感じられた｡

「それじゃあここから西ガドール草原を通ってコーデリア家の本家に向かうんだな？」

リチャードはもちろん彼女の回答を予期していて、彼女が言っている間にもう話し始めていた｡

「ええ。それで良いわ。ディーターに行くのはその後でいいでしょ、ハント」

「次期コーデ・・・いや、あなたに逆らう勇気のある人はあまりいませんよ」




　さっきの感覚にすっかり眠気を奪われた三人に少し遅れてリチャードは歩いていた。彼はかなりの眠気を感じていて、それと戦いながら歩いているがゆえにその歩みは彼らと比べてすこし遅かった｡彼は眠気の誘惑をこれほど強く感じ、これほどそれに抵抗したい、と感じた日は無いと思った｡恐らくこのまま歩いていけば日が昇る直前ぐらいに目的地に着くだろう。そうなったら部屋を借りてまず眠ればいい。だんだんと眠気に負けて言う事を聞かなくなっていく身体に命令を送りつづけ、彼は何とか遅れないように歩きつづけた｡




　眠気と戦うことで精一杯の彼には周りの景色を気にするだけの余裕など無かったが、道はだんだんと上り坂になっていき、冬に咲く花であるセーンリオのつぼみが所々にちらついている。この台地の先にコーデリア本家がある。だが、彼の前を歩く三人は皆、あまり気乗りしなかった｡この近くで起こっている何かの正体がすぐ近くにあるような気がして。




　彼が体の限界をそろそろ感じ始めたころになってやっと家の明りが一つ見えるようになった｡それはなんとも言えず不思議な光だった｡その光を見たら一瞬で眠気が消えてしまった事に彼自身驚いたが、体の諸所はまだ眠っているようであまり言う事を聞かない｡彼は前を歩く三人に走って追いついた。

　彼女は家の扉を思い切り叩いた｡もう少しで日が昇る時間である。執事の一人ぐらいはもう起きていてもおかしくない。しかし彼女の予想に反して誰も出てこなかった｡

「裏にまわりましょう。表の扉は内側からしか開けられないの」

彼らは建て増しを繰り返してとてつもなく大きく育ってしまった家の長い長い外周を歩いて裏へまわった｡赤い煉瓦だと思っていたところが実はただの木の板だったり、そう見せかけておいて本当のところそこには何もなかった・・・。周囲全体に張り巡らされている結界が見せる幻である。本当のところこの家が何で出来ているのかなんてエリスも母スフィアも、誰も知らない。建てた本人でさえ覚えているかどうか疑わしい。

　彼女は立ち止まった｡だが見える範囲の壁には何も無い。にもかかわらず彼女は目の前の少し焦げた痕がある木の壁にそっと手を置いた｡壁に向かって吹いてきて、壁にぶつかって向きを変えた風が彼女の髪を下から上へ持ち上げる。彼女の手と壁の間の僅かな空間から赤い光が漏れてくる。彼女は壁から手を離した。何時の間にか壁は消え、代わりにそこに大きな扉が現れていた｡

「それじゃあ中に入りましょうか」

そう言って彼女は扉を押し開けた｡




　家の中の空気は外とはまるで違った｡異常、この場に居る全員がまず初めにそう思った｡廊下に敷かれた赤い絨毯も、真っ白な壁紙もその所々に掛けられている大きな絵画も何もかもが異常だった｡それらは全てが普通にそこにあって、この空間を形成していた｡だが、それによって形成された空間は異常だった｡どうしようもなく空虚で、自らの存在をただ遠くから眺めているような気になってくる・・・そんな異常さがここにはあった。

「どういうこと？」

彼女は自分がそう口にした事にさえ気づいていない様子だった｡彼女は別な事を考えていた。この大陸で起こっている何かはここで起こっていたのだ｡

「限りなくヤバイな・・・。魔法を使えない俺でさえ感じてしまうんだから・・・」

彼はもう一度あたりを見回した｡もちろんそこには壁があって、自分が足をつけている床があって、天井に付いているルビーが白い光を放っている。だけどそれらは本当にここにあるのだろうか。自分が立っているのは本当にこの床なのだろうか。あのルビーは本当に魔力を放っているのだろうか。空虚だった｡この場にある全ての物事が空虚だった｡

　慎重に、あたりに溢れる異常さに惑わされないように意識を集中していたエリスは不意に何かを感じた｡母スフィアの気配だ｡この家のどこかにいる。会いに行かなければ。そのために戻ってきたのだから。決着をつけなければならない。コーデリア家を継がなくてもよいと母に認めさせなければ｡

　さっきまではとても重かった自らの足が簡単に前へと進んだ｡決着を付けに行く。彼女は空虚な周りを気にするでもなく、歩いていった。それに続いてリチャードが、さらにその後にレオンとハントが続いた｡




　前を無言で歩くエリスを彼らはやはり無言で追った｡彼女が十字に交差している廊下を右側に曲がり、それに続いて彼らが曲がると、そこは照明の無い暗い廊下だった｡エリスの姿は闇に隠れて見えなくて足音だけがあたりに響いている。この足音は確かに実在する。空虚なもの達とは違って。有るかどうかもわからない闇の奥から聞こえてくる足音はこの場に溢れるものとは別の意味で空虚だった｡

　闇の中に足を踏み入れる。そうすると、何故か突然光の溢れる明るい場所にたどり着いてしまった｡後ろを振り返ると逆に暗い闇が広がっていてそこに廊下があったかのどうかさえ分からない。エリスはかなり先まで行ってしまっている｡三人は慌てて彼女を追いかけた｡

　廊下の突き当りにはまた闇が広がっていた｡今度はさして気にするでもなく闇を越えると案の定また明るい場所にたどり着いた。向かって左手が壁になっていて隅にある宗教都市ディーターの天使像をモチーフにした台には巨大な杖が突き刺さっている。多分この廊下の闇を作り出しているオブジェだ｡右手遥か向こうをエリスは一人突き進んでいる。壁に掛けられた宗教画に夢中になっているハントを無視してリチャードとレオンは彼女を追って足早に歩いた｡




　そうだ。決着を付けなければならない。彼女は豪華な装飾を施され、魔法陣を用いた厳重な魔法錠が掛けられているその扉を無理やり開いた｡彼女はその血筋だけが持つ力で魔法陣そのものをかき消したのだ｡僅かに残っていた魔法の力を頼りに抵抗しようとする蝶番が大きな音を立てて柱から外れた｡それを無視して彼女は部屋の中へと入っていった｡




　リチャード達が追いついた頃にはもう既に扉は開けられていた｡ハントもレオンもリチャードでさえもこの場に溢れる空虚さの中心はここである事に感づいていた｡一瞬だけ考えが迷ったが、彼らは部屋へと踏み込んだ｡




「エリス・・・この部屋は一体・・・」

ハントでさえもコーデリア本家の構造はいまいち把握していないようだった｡

「・・・・・・」

彼女は答えなかった｡

「エリス、一体どうしたんだ・・・」

彼女は無言だった｡

「・・・・・・この部屋に何かがあるのは分かっている。まあ多分何とかなるだろ」

「リチャード・・・お前責任持てよ」

　そんなやり取りは今の彼女にとってはとても無意味なものだった｡

「この部屋に俺たち以外の誰かいる！」

リチャードは剣に手をかけた｡エリスが言葉を使わずにそうしろと彼に伝えたのだった｡




　この部屋にはもう一人女性が居た｡エリス＝コーデリアの母スフィア＝コーデリアだ。彼女は今は空間魔法で自らの姿を隠していた｡それは何故か。簡単である。別の世界の者達が勝手に入り込んできたからである｡

　リチャードは超人的な勘で彼女の存在を感じ取った。そしてエリスが、その人が敵である事を彼に教えたのだった｡彼はじっと気配を探った｡目はあてにならない。感覚さえも狂わせる魔法を使う者が相手である。一番疑わしいのは自分自身。信じていいのはハントとエリスだけだ｡

　レオンもだんだんとこの場に居るのがどういう人物なのかが分かってきたようだった｡彼は自分が一番足手まといになることを真っ先に悟った｡魔法が使えて感覚が鋭いからである。彼は何もしない方がよいと思った｡

　突然、あたりにあふれていた空虚さが吹き飛んだ｡一瞬だけ、物の実在を感じる。それが合図だった｡彼は自分の目がしっかりと物を見ていることを疑わしく思った｡確かに彼の目はしっかりとスフィアを捉えていた｡空虚さを、強烈な空虚さを内包する彼女の瞳をしっかりと捉えていた｡だけど・・・彼女には右腕が・・・無かった｡

「エリス・・・これは・・・」

さすがの彼でさえ冷静さを一瞬失ってしまった｡少しだけ考えれば答えは出たのに彼女にこんな質問をしてしまった｡

「・・・・・・」彼女はやはり無言だった｡だが、ほんの一瞬、彼と彼女にとってはとても長い時間を置いてからやっと口を開いた｡

「空間魔法の使いすぎのせい。私の母の右腕は消えてしまった。母には右手なんて無かったのよ」

口調はとてもきつかった｡彼女自身それが本当に自分の言葉かどうか疑ってしまう程に。

「まさか・・・ガラスの指輪・・・」

「それは違うと思う。ハント｡ディアスは指輪をどこに隠したのか誰にも言わないままに死んだ｡あなたの力でも探せないんだから勿論私でも無理」

探せるとしたら彼女達だけ、と言おうと思ったがそれを知っているのは彼女とニーズライアだけだった。だから彼女は言わなかった｡




　スフィアは何も言わずにじっとこちらを見つめていた｡彼女の瞳はそこにあってここに無かった｡彼女は彼らの内側を見ることは出来ても外側を見ることは出来なかった｡彼女の身体は右腕が無いにもかかわらずしっかりとバランスが取れていた｡

　スフィアは彼らに話し掛けた｡だがその声は遠い場所にいる彼らには届かなかった｡彼らには自分の声は届かない。初めから分かっていた事だ｡彼らに出て行ってもらうには魔法で無理やり飛ばすしかない。彼女は自らの左手を振り上げて、自身が存在する世界から空虚な表側に杖を持ち込んだ｡

「母さん・・・なんでこんな事に・・・」

彼女はもう自分の言葉が届かない事を知っていたが、杖を取り出すその動作を見ているとどうしてもそう言わずにはいられなかった｡

「来るっ！」

エリスはニーズライアを右手で掴んでそれを前に放り投げた｡それよりも一瞬速く発動していた母の魔法と中ほどの場所でぶつかり合い、赤い宝珠が激しく光を放つ。

　光を放ち終え、床に音を立て落ちた宝珠を拾い上げるとレオンはそれをエリスに向かって投げた｡

「今の魔法って・・・。僕の思っている通りのものだとしたら・・・」

「そうよ・・・。私も一回喰らって・・・。ニーズライアが無かったら戻っては来れなかった」

「言葉は届かないんだろ。それじゃあやっぱり・・・」

彼は剣を抜きとろうかどうか迷ったが、思いとどまった｡

「剣は多分無意味。母さんはいま遠い場所にいるの。引き戻す事は多分もう出来ない。ニーズライアを使ったけど駄目だった」




　何故目の前にいる彼らはあんなにも空虚なのだろうか。私が居るのと同じ場所に彼らは居ないのだろうか。何故あんなに空虚な瞳で私のことを見つめているのだろうか。声さえも届かない場所にいて、空虚である事を解しているはずなのに何故こちら側に来ようとしないのだろうか。だが、どちらにしても彼らには出て行って貰わなければ。彼らは全員コーデリア家とは全く関係のない者達だ。向こうの世界に居るのがその証拠だ｡彼女は杖の先端に光る綺麗な球ガラスに力を送った｡

　もう迷っている余裕は無い。母はもうそこにてそこにいない存在となってしまった｡空間魔法に飲み込まれてしまった者を現実に残しても仕方がない。自分もそうなりかけた経験があるからよくわかる。魔法とは真理に直接触れるものだ。その真理にとても近い位置にある空間魔法は真理に遠い位置にある現実をとても空虚なものに見せてしまう。

彼女はもう現実には戻ってこない。エリスは決断を下した｡不思議と、悲しみは生まれなかった｡

「みんな、巻き込まれないように下がって！」

彼女はニーズライアを右の拳に握り締め、それに左手を重ね、母のほうへ向けた｡母が放った魔法が自分のところまで届くが、それはすぐにニーズライアが吸収してくれる。僅かに右手の先端の感覚が少し薄れるが、それでも魔法が完成すれば取り戻せるから関係ない。母の右腕は真理の中心に消えた。真理の中心に触れたからもうそこからは離れられないのだ。

「母さん・・・私がそこに連れて行ってあげる・・・。プリス・オンクフィア・ソー・ライア！！」

　彼女の手に隠れて見えないのに何故かニーズライアが輝くのがこの場に居る全員にわかった｡その光は真っ直ぐにスフィアの元へ届き、彼女の居る場所をもっと近い場所へ移した。彼女の母はこの場から消えていなくなった｡

「魔法・・・か。まさかこんな事になってるなんて・・・。旅が終わったら戻ってくるから・・・」

一人そう呟いてから彼女は彼らのほうを向いた。

「さあ、行きましょ。自由都市ディーターに」





地下へ




　長い眠りからやっと彼は目覚めた｡彼がとりあえず目をやった窓の外はもう既に暗くなっていてその闇の中に自分の顔が反射している｡彼はベッド脇の机にコーヒーと一緒においてある手紙にしばらくしてからやっと気づいた｡手紙には食堂までの地図と、何故かコーヒーの成分について書かれていた｡どうも飲むと１日は眠く無くなるらしい。つまりこれから徹夜でディーターまで移動するという事だ｡彼はコーヒーをゆっくりと飲み干す傍ら、地図をよくよく眺め、静寂の広がっている部屋の空気に気をやった｡明りは手紙を置きに来るついでにつけていったらしく、天井のルビーが明るく輝いている｡

「さてと・・・行くか・・・」

リチャードは面倒くさそうに立ち上がり、地図を持って部屋を出た｡




　廊下もやはり静かだった｡客間から食堂に通じる重要な廊下だけあって、壁の燭台の蝋燭には決して消える事の無い炎が点いている。それらは普通の蝋燭に比べて遥かに弱々しい光しか放とうとしないがその代わりにその光には見る者の心を落ち着かせる力があった｡突き当りを左に曲がり、学術都市ルーテクスにあるルーン＝フィン＝エルファースの石像を模造した像の正面にある大きな扉のところまで彼は歩いてきた｡無論、そこが食堂の入り口である。扉はルーンの像がずっと守っていた。招待されたもの以外は入る事が出来ないようになっていた｡別にこれは防犯のためでもなんでもなく、ただ単に面白いからそうしただけだと、設置者の日記には記されている。彼は扉を開くために紋章の中心に手を当てようとしたが、思いとどまり、振り向いてルーンの石像を見つめた｡ルーテクスにあるものはルーン＝フィン＝エルファース本人が刻んだものだと伝えられている。ではこれの作者は誰なのだろうか。下の黒いプレートに恐らく作者名が刻まれているはずだ。彼はローブと髪を一つの風になびかせ、杖を右手で握り永遠に前を見つめつづける像の前で視線を下へと向けた。彼女の足元に取り付けられた小さなプレートには金色の字で、魔法を使ってこう書かれていた｡

『偉大なるコーデリア家へ・・・ルーン＝フィン＝エルファース（複製）

　　　作：カノン＝クラウディア・３４４４年』

あのカノンである。英雄ディックさえも越える伝説の守銭奴ど呼ばれ、本人さえもそのことを否定しなかったあのカノンである。実際、彼女の常識はずれな発想とそこから導かれた冒険は全て『意外なことをやれば富と名声が手に入る』からやったのだと自伝の中で記している。リチャードはあまりにも意外だったので思わず全身が凍りついてしまった｡カノンが誰かのために金を掛けて何かをするなんて今までの彼の知識では想像もできなかった事・・・いや、これはただの売名行為だ。彼はふとそのことに気づいた｡だったら何故そのことが後世に伝わっていないのか。売名工作以外に別の目的があったのだろうか。彼は考えるのをやめた｡これ以上考えたところで同じ所をグルグルと回りつづけるのは目に見えている。

　彼はもう一度扉の方を向き、紋章の中心に手を置いた｡両開きになっている扉の中心に光が走り、音を立てて扉が開いた｡




　食堂は彼が思っていたものとは比べ物にならない位狭かった｡４人が食事をするのに充分な広さしかないのだ。彼は部屋に白いテーブルクロスの掛けられた長いテーブルがある姿を想像していた｡でもそこにあるのはクロスこそ思い浮かべていたものと同じであれ、椅子が手前と奥に六つずつ、計１２個しか入っていない、扉と平行に置かれた小さなものだった｡そのテーブルを挟んだ向こう側の壁ある暖炉がこの部屋を暖めている。右手の壁にある白銀の髪と白い光を瞳に宿し真っ白なローブを纏った女性──たぶんクリーム＝コーデリアだ──の肖像画がこの部屋全体を見守っていた｡

　彼は視線を戻して左側を見ようとする際に妙なものの存在に初めて気づいた｡彼が今いる場所からすぐ横にある鉄で出来たハンドルである。左側にもやはり同じ物が取り付けられている。

「なあ、このハンドルって何だ？」

彼は席に座って彼を待っていた仲間達に訊ねた。

「それか？回してみれば？」

言いながらレオンは（一番大きな皿と比べて）中くらいの大きさの皿からレタスを一枚とってかじった｡

「回してもいいのか。それは知らなかった。教えてくれて有難う諸君。では私は回してくるよ」

しっかりと全てを言い切って、奥側に座っていて表情の確認できるレオンとエリスの顔つきが変化するのを確かめてから彼は満足そうに向きを変えてハンドルの前に立った｡暖炉と反対側の壁、つまりハンドルのついている壁には直立時の目線ぐらいの高さに戸棚が取り付けられている。その上にはあらゆる種類の宝石や昔の物から現代の物までのコーデリア家が著した魔法書が並べられていたりした。ここにいる皆は、いや現代ではもう知る者はいないがあのガラスの指輪もここに並べられていた｡普段目にする場所にあるから『身に付けてはいけない』という文こそ残っていても場所までは記されていなかったし記す必要も無かったのである。

　彼は右手を形状を無理やり変えられた鉄に当てた｡握りやすい太さに調節されたそれを回そうとするがさすがに片腕では力が足りないようだ｡両腕でしっかりと握り締め、正面にそれを捉えて渾身の力をこめる。先とはうって変わって簡単に回す事が出来た｡青年がハンドルを回すにつれて部屋には変化が起きていたのだが彼は回す事に夢中で気づいていない。一息つこうとして初めて彼はその変化に気づいた｡右側の壁がずっと遠くに移動してしまい、部屋が拡張されていたのだ。

「壁が動くのか？この部屋」

「ああ。一番広い状態だったら落ち着かないだろうから狭くしてくれたのさ」

リチャードは左手一番奥手前側の席に座った｡右の一番奥の奥側にはレオンが座っていて、中央手前右寄りにはハント。そして中央奥左よりにエリスが座っていた｡




　暖炉が薪を灰に変える音を背景にして食事を楽しんだ彼らにもこの家を出なければならない時はやってきた。ハントのメモの内容が真実かどうかを確かめに行くのだ｡何故多くの研究家が気づかなかったのかなど謎が多いがそれが真実かどうかは行けばわかることだ。徹夜で歩いても最後の目的地に着くのは恐らく明日の夕方少し前ぐらいになるのだろう。また、途中に小砂漠があるのでそこを越えるための対策も必要だった。エリスに渡された鞄を全員が持って、彼女の案内で分岐の多い廊下を進んで正門からこの家を出た｡

　強大な力を持った塀に護られた家を出る前は気づかなかった事が一つある。本当はもっと沢山あるのかもしれないが今の彼らには他の事に構っている余裕など無かっただろう。空はどこからやってきたのか黒い雲に覆われ本来あるはずの星の輝きがそこにはない。それよりもまず彼らを襲ったものがある。風だ｡この日の夜は風が強いようだった｡強いなどという生半可なものではない。飛ばされる、前に進めない、戻ろう、彼ら全員の頭の中にそんな考えがよぎるのだった｡リチャードは風に翻弄されるのもいい加減飽きてきたので今度は皆が風の成すがままにされる様子を観察する事にした。ハントは杖を頼りに身体を飛ばされないように支えていたが、エリスはそうもいかない風だった｡彼女はどちらかというと風よりも風に操られて目を塞ぎにかかる自身の髪の毛に困っているようだった｡レオンは都合よく塀に現れたでっぱりを掴んで一人落ち着いていた｡

「僕が魔法で何とかしようか？」

ハントはエリスに答えを求めた｡風が空を切り裂く音など問題にならない発音法を用いていたのでこの場にいる全員になんと言ったのかが分かった｡

「それは駄目。自然を歪めるつもり？許可できるのは方角の確認だけよ」

移動魔法など論外、と言うことである。彼は風の音に意識を集中した｡この場で一つの物事に集中するにはそれが一番良い方法だった｡すぐに風の音など気にならなくなり、その代わりに頭の中に方角のイメージが思い浮かぶ。向かうべき方向は分かった｡彼はそれを心の隅にある色のない壁に色の無い文字で焼き付け、意識を開放した｡

「歩けるのか、みんな」

ハントは皆に返事を求めた｡風は先ほどと変わらず、とても強く、だんだんと体温が奪われるのを自覚できるようになってきていた｡

「こんな天気で本当に行くのか？」

レオンがリチャードの言いたかった事を代わりに答える。

「この天気はこの季節この一帯特有のものなんだ。おかげで吹き溜まりになって冬はこの辺には中々近づけない」

「つまりここから離れればたぶん大丈夫なんだな？」

今度はレオンの代わりにリチャードが答えた。ハントは頷いて、エリスも出発に同意したのを確かめてから強い風に逆らって歩き出した｡




　最初の内は前に進むだけでも大変な重労働だったが斜面を下りきって平野部に出てからは多少は周りの景色にも気を配れるようになった｡風が弱まったのを視覚と聴覚で感じる事ができる。この程度の風ならば何の障害にもならない。

　やがて進むにつれて風は完全に消え、その代わり夜空に星が瞬くようになった｡それと同時に彼らの足元からは草花が消えていくのだった｡彼らは草木の生えない一帯へと近づきつつあった｡かつて文明大戦があった証拠、かつて人間が自然を汚してしまった証拠、かつて世界が汚染されていた証、最低最悪の兵器が用いられてしまった証である小砂漠である。また、このあたり一帯の地下水には特殊な細菌が含まれていてあまり飲用には適さない。

　黄色い砂は雲ひとつ無い綺麗な夜空をより美しく映していた｡砂の一粒一粒が星の輝きをもって暗黒立ち込める夜に僅かな光をもたらしていた｡砂の上を一歩歩くたびにその細かさが靴を通して伝わってくる。彼らはゆっくりと無言で星空の下、星空の上をあるいた。リチャードは後ろを向いてみたが、自分達が進んできた道はもう他の空と見分けがつかなくなっていた｡




　彼らはとうとう砂漠を越えた｡少し遠くにローヴ山脈を臨む事ができる。大隆起前はスートア大陸のエウス山脈と一つになっていてローヴ・エウス山脈と呼ばれていた山である。その山に三方を護られているのが自由都市ディーターだ。砂漠が後方に消えていくにつれ緑が徐々に地面に帰ってくる。最初に戻ってきた緑は茶色い地面に微かに緑色を混ぜるだけの弱々しいものだった｡その色はだんだんと濃く、強くなっていき、今ではもう土が何色なのか見当もつかない。もうこの時期になると花はほとんど咲いていないようで地面を隠しているのは雑草がほとんどだった｡日はもう既に昇っていた｡彼らに届く光はまだほとんど地面と平行で４人を照らすことはできなかった｡太陽から届く光の代わりに彼らを照らすのは、仲間達からはぐれて沢山の線ではなく一本の線となって孤独に走る光だった｡




　自由都市ディーターに至る道のりも後僅かとなった｡今ではローヴ山脈が彼らの左右を塞ぎ、道を形作っている。そして正面に小さく見えるのが目的地だ。大隆起の際に宗教施設は全て崩れ去ってしまったこの地に何時の間にか成立していた都市である。

　建物が赤く染まりかける時間になってやっと彼らは自由都市の建物を目で確認できるようになった｡殆どの建物は石造りのようだ。よくわからない形をした旗が家の屋根についていたりと妙なところで個性を主張しているのは良くも悪くもこれから行く街の特徴だ｡

「ハント、真っ直ぐ大聖堂跡地を探すのか？」

「そうする。あまりあの街には長居したくないんだ」

皆がそれに同意した｡




　たどり着いた頃にはもう夜といっても差し障りの無い時間になっていた｡僅かにだが光の残る闇が、窓を通して内から外に発せられる光によってより弱く薄められてしまう通りを彼らは無言で進んだ｡あらゆる薬や高濃度魔法酒、それに魔法の禁断の領域について書かれた本（麻薬とほぼ同類。真理の中心について書かれている）などはこの街から旅立ち、金に姿を変えてこの街へと戻ってくるのだ｡彼らはお互いに言葉を発さずに、ゆっくりとあたりに細心の注意を払いながら進んでいた｡途中通りかかった市場はどうしようもなく荒れていた｡闇が迫っているので殆どの店は閉店していたがたまにあるまだ開店している店といえば店頭に平然と腐った物を並べ、その中に麻薬を隠しているような店ばかりであった｡恐らくは他の店もそうなのだろう。

　エリスは他の三人に気づかれないように注意しながら魔法を使っていた｡他の人たちに自分達の姿を見せない魔法だ｡本当はこの魔法は使わないつもりだったのだが、少し意識を向けただけで簡単に人々を獲物にする者達の存在を察知できたので仕方なくこうしたのだった｡彼女のおかげで他に気づかれる心配がないとも知らずに彼らは細心の注意を払いながら進んでいくのだった｡石を敷き詰めて舗装されたこの坂を登りきればそこが大聖堂跡地である。街の明りは今では夜の闇に押されて薄らいでいる。空を臨もうとしても正面のローヴ山脈が邪魔になってよく見えない。




　大聖堂跡地は今もそのまま残されている。それは恐らく視察に来る人を食い物にするためだろう。今まで登っていた坂道はすぐ後ろにあった。左には腰のあたりで真っ二つに折れ台座の上に下半身だけが立っている女神像が。右側にはほぼ全て粉々に砕かれて一体どんなものだったのか見当もつかないが表情から辛うじて男神だとわかる像の残骸が転がっている。周りに人の姿は無かった｡彼女は魔法を切った｡

　目の前にある大聖堂の残骸は暗い中でもはっきりと見えた｡恐らくは装飾に含まれる宝石類のためだろう。その殆どは建築材料としての役目を果たさないほどに砕かれていたが、折れてこそいたものの、所々にはまだ石柱が建っていた。それとそれに施された特殊な彫り物だけがかつてここにあった建物がディーター大聖堂であったことを語っている。彼はそこに踏み込もうとしたが、ハントが背中を掴んで止めた｡

「要するにディーターの本当に重要な教典が地下の隠し部屋にあるんだろ」

とりあえず対策を練ろう、というハントに対してかなり強気な口調でリチャードが言った｡

「あの部分の裏を読めばそうなるはず。問題はその場所だ。魔法を使えば分かるんだがここで使ったら確実にコーデリア家の人たちに見つかるから・・・」

彼はエリスの方を向いた｡

「エリス、僕の代わりに探してくれないか？」

彼女は答える代わりに、風を起こして彼らのいる場所から少し右よりの奥一箇所の瓦礫を綺麗に吹き飛ばした｡




　彼女が吹き飛ばして掃除した場所には、沈黙の闇が横たわる地下へ続く階段があった｡四人はそれを囲んで立っていた｡ハントはみんなの顔を見回してから右手に持った杖を差し込んで明りをつけようとした。だが杖の先端に光は現れなかった｡何度試しても同じだった｡

「困ったな・・・」

「勝手に困れ！」

ハントの呟きに大して鋭い指摘を加えるリチャード。周囲に声が響かないよう小声で怒鳴っている。

「私がやってみ・・・ても駄目みたいですね」

「どうする、入るのか？」

レオンはそう言って、皆の返事を待った｡時間だけが流れるような感覚に襲われる。

「ハント、お前先に行け！」

リチャードは階段の正面に立っていたハントの背中を豪快に蹴り飛ばして中へと突き落とした｡ハントは段差を無視して中へ落ちていった｡




　長い階段の途中にあった少し長い段にハントは横たわっていた｡この長い真っ直ぐな階段を下りながらエリスは何とか明りをつけようと試みたのだが、どんな方法も駄目だった｡空気が流れていないから風でも起こそうかと思って試したがそれも駄目だった｡何度か試すうちに分かったのはこの場所では光が起きないのではなくて、光が闇にかき消されるだけ、風は動こうとしない空気に止められてしまうだけだということだった｡常に中心に炎を燃やすニーズライアの宝珠でさえ、輝きが彼女たちの所まで届く事は無かった｡

　闇。何も見えない闇がそこにはあった｡光さえ無意味なほどの闇だ｡この世に存在するあらゆるものをかき消すような闇。階段を下りている最中はまだ、隣にいる人の姿を見ることなどができたが、階段を下りきってからはそれさえもできない。ハントもエリスも魔法でどうにかあたりの景色を頭の中に描こうとしたが、心に映し出されるのは闇だけだった｡ここにある闇は物の本当の姿さえも覆い隠してしまっていた｡

　隣の人の足音さえ聞こえない場所を、彼らは全員が手を繋いで横一列に並んで慎重に歩いた｡どうやらとても広い空間になっているようで遥か上空にまで闇の気配を感じ、背中にはすぐそこに壁でもあるかのような重々しい気配、そして目の前にあるのはやはりとても重たく、何者も寄せ付けない闇だった｡たぶん誰かが何かを言ったとしても闇が邪魔して声を伝えようとはしないだろう。




　彼は足を前に踏み出した。だが、踏み出した足を再び置く場所が無い。彼は慌てて声をあげた。だが、その声は闇にかき消された。しかしもう既に皆は彼が何らかの障害に巻き込まれた事に気づいていた｡彼が握っていた手を強くしたからである。全員が前に空洞があることを理解し、あるものは隣の人の手を離さないように慎重にしゃがみ込んで謎の空洞に反対側の手を差し込んだりした。また、両方の手が塞がれている者の一人は肘を上手く使ってポケットから小銭をその空間へ向けて落とした｡伝わってくるのは音でも、空気を切り裂く感覚でも、物が落ちる気配でもなく、闇が何かを覆い隠そうと動き回る感じだけだった。これがどれ位の深さなのかは分からなかった｡




　この闇の下に何があるのか。一体この闇の深さはどれくらいなのか。何度闇を見つめても答えは来ない。闇が背中を撫でるのを感じる。何を見ても闇と分かるもの以外ここにはない。

　彼女の髪の色は少し暗い金色だ。紫色の瞳が今も闇を捉えようとし、耳が闇が奏でる特殊な音楽を聴こうとしているに違いない。自分の隣にいるのはレオンとエリス。『行って』突然、心の奥底で彼女とよく似た声がした。声の主は限りなく彼女と似ていた。彼は握っていた手を離した｡そして空洞の広がる方に背を向けて体を後ろに倒した｡

簡単に彼の身体は闇へと落ちていった｡







　それは今も主が帰るのを待っていた。主がもういない事は理解していたが、それには待つ以外にする事が無かった｡暗い闇の底で、それは長い長い時を過ごした｡

　それは主ではない誰かの気配を感じた。ほとんど主とは違った気配しか持っていないが左手にだけ、微かにだが主と似た気配を感じる事ができる。その誰かは重い闇に包まれ

ながらゆっくりと落ちてくる。助けよう、何故かそう思った。主がそう命じたような気がした。




　彼はゆっくりと落ちていた。周りにある闇は全く変化せず、自身が闇に包まれる感覚だけが時間と共に変化する。と、突然下から風が舞い上がって来た。風は彼を包み、物を見せようとしない闇を吹き飛ばし、そして闇の代わりに彼の周りに留まった｡彼は風に護られながら、ゆっくりと木の葉が宙を舞うように落ちていった。

　背中に風と闇以外のものを感じる。それはひんやりとしていて硬いものだった。闇の底に彼はたどり着いたのだ。彼はうつ伏せになっていた身体を反転させ、右手を好きな方向に伸ばした。身体を動かすたびに闇を全身で感じる。　リチャードは手に何か触れる感覚を覚えた｡掴みやすい太さになっている棒のようだった。なんだか硬そうな材質で構成されていて、少し荒削りのようだ。彼はそれを握ってみた。その瞬間、全身に風が風と似たものを感じ、その風と似た何かはあたりに沈む闇を一気に吹き飛ばした。その何かの正体は光そのものだった。




　何故か分からないが闇は消えた。魔法さえも覆い隠そうとする濃い闇が消えた。彼女は何のためらいも無く魔法を使った。とても明るい光、しかし眩しさを全く持たない光が現れてエリスを優しく包む。彼女は光の中に隠れた。そして、光が弾けると、彼女は別の場所、空洞の下へ降り立った。

　エリスは目で彼を見ることができた。闇に入ってからもうしばらく彼の姿をみていない。彼は杖のようなものを持って目の前に立っていた。それは宝石を杖の形に彫り出したようなもので先端には真珠のような白い球が取り付けられている。その杖を見てエリスはあの人の事を思った。彼女はその杖をじっと見つめた。杖を持つ彼の姿はもう既に眼中に無かった。

「クリーム＝コーデリア・・・？これがその杖なの？」

彼女は彼の手から杖を無理やり奪い取り、それを軽く振った。先端の球が宙を切り裂いた。

「この杖ってそんなに凄いものなのか？」

「たぶん。こんな杖滅多に無いしね。・・・これがリズリア－レヴィーク－ライアを使った杖なんだ・・・」

彼女は杖を振りかざし、ずっと動いていなかった空気に少し運動をさせることにした。すぐに風は起こった。しかし、涼しさを感じるには程遠い温度だ。彼女はもう一度杖を振りかざし、今度は冷たい風を起こした。




　彼女は後ろを向き、上を向いて叫んだ。

「ハント、レオンさん、そこで待っていてくださいねー！！」

エリスが再び身体を前に向ける。彼はそれを確かめてから一言「行こう」と言って、前に見える祭壇へ向けて足を進めた。その祭壇の両端に見える像は恐らくデュストとライラの像だ。姿を見た人間は一人もいないと伝えられているがゆえに像は決して造られず、神話の描写から姿を想像するしかなかった神達の像である。




　床のタイルは不規則に張られていた。大きさもバラバラで何かの文様を描いている気配さえない。沢山の角を持って自己主張したがる白いタイルの横に楕円形の青いタイルが張ってあったり、そんな奇妙な張り方のために出来た隙間を埋めるために砂が使われていたりする。さらに場所によっては二枚も三枚も重ねて張ってあったりもした。

　祭壇に近づいていくにつれて、目の前に見える像はデュストとライラの像では無いらしい事がわかった。左側の、魔法を司る神ライラ＝ミーンスだと思っていた像は虚無を見つめる事の出来る目を持っていなかった。右側の創造神デュスト＝クルスターだと思っていた像は物質の腕を持っていなかった。左側の像はどこかで見た顔つきをしている。

どこだろうか。彼は一歩進むたびに少しずつはっきりと判るようになるそれの表情をじっと見つめつづけた。もう少しで何なのかが判る、というところまで近づいてきた時だった。彼は足元から伝わってくる感覚が変わるのを感じた。下を見るとタイルはすぐ後ろで終わり、その代わりに、円くて白い石が敷き詰められていた。視線を床の上を走らせながら戻そうとする。遠くからでは床と混じってしまって判らなかったが祭壇の前には白い絨毯が敷かれていた。




　彼は顔を上げてもう遠くではない位置にある女性の像を見つめた。クリーム＝コーデリアだ。間違いない。そして今度は右側の像に目をやる。それは現在とは全く異なる衣服を纏い、鉄でできた特殊な武器をその左手に握っている。どうやらこれは誰かまでは分からないが間違いなく物質文明に生きた男の像のようだ。

　彼は何時の間にか握っていた彼女の左手を離した。彼女は右手に握った杖を男の像の方に向けた。しかし、考えを改めて、俯き加減になりながら、手を下げた。




　白くて柔らかい絨毯の上に二人は足を乗せた。祭壇まではもう少しだ。２体の像に挟まれて護られている祭壇にはどうやら本が一冊載せられているようだ｡２人で縫い目の一切無い絨毯の上をゆっくりと歩いた。ただエリスには絨毯の縫い目を見ることが出来た。縫い目は魔法で隠されているのだった。

　リチャードはエリスを手前で待たせて段差を一段登った。半円の祭壇に色あせた本が載せられているのがわかる。それと同時に、その本が全くといって良いほど傷んでない事もわかった。彼はエリスに言葉を用いずその理由を尋ねた。背中で彼女の答えるのを聞く。どうやら本は魔法で補強されているようだった。彼は両手で本を取った。表紙をめくった。その動作は一見乱暴そうだったが本を傷めないよう細心の注意を払っているのが彼女には分かった。

　彼は本の最初のページを読んだ。声に出して。

「クリーム＝コーデリア・日記」

彼はエリスの事には構わずに、ページをめくった。エリスは思わず杖の先端の白い球を見つめた。




「日記と称しているがこれは日記ではない。私はこれを全てが終わった後に記している。

私は一体どうしたらよかったのか未だに分からない。物質文明側にも魔法に対する理解のある者も確かにいた。なのに私は全てを押し流してしまった。自身の記憶に全てを任せて。私はペクターラーに生まれた。そして魔法とは無縁に育った。ある時だった。私は戦争が再び始まった事を知った。魔法使い達が再び暴れだしたとのことだった。勿論私も魔法使い達を憎み・・・いや、存在そのものを否定していた。理論化できないものを知識として披露する者達の事なんて当時の私では認めることなどできなくて当然だった。そして、魔法使い達を根絶やしにするために大陸汚染兵器が使われたしばらく後、私はとても変わった夢をみた。朝食を食べている時だった。突然、自然がどんどん失われていくのを強く感じた。異質な物が海を汚し、すぐそこまで迫ってくるのを突然に感じたのだ。だが私はそれをみたところで、魔法についての考えを改めようとはしなかったし、そもそもそれが魔法である事にさえ気づかなかった」

彼は顔を上げて一息ついた。それからもう一度顔を日記に向けた。

「その頃だった。海で魚が獲れなくなったのは。だが私は夢との関連性に気づかなかった。その頃、花も咲かなくなっていた。私も含めて多くの者達が変化には気づいていたがその理由にまでは気づかなかった。気づくのは全てが遅くなってからだった」

彼女に止められて、彼は一旦文を切った。

「気づかないうちに空気の色までが変わってしまった。それを元に戻す薬はどうしても作り出せなかった。それにその年は作物が全く取れなかった。すべてが何故か黒く変色し、萎れていた。そんな時に、私はもう一度夢をみた。今度の夢は他の夢と同じように夜に見た。それは一目見ただけでここより酷いと判る場所の光景だった。人々は黒く変色し、ぼろぼろになった作物を口に運んでいた。人間の皮膚の色までが変色していた。そこがレイアーサ大陸の宗教都市ディーターである事を私は知った」

彼は文字から目を離してエリスの方を見た。彼女は目を閉じていた。

「年が明けてからのことだった。この空気の変色の理由がやっとわかった。これはレイアーサ大陸から伝わってきた汚染そのものだった。そして、それをもとに戻す方法が存在しないのは皆が知っている事だった。そう、物質文明の力ではどうする事もできない。いつにまにか私の周りは魔法使い達で一杯になっていた。だから私もそれに倣った。そのときにはもう私の見た夢が魔法によるものである事を理解していた。その頃からだった。奇妙な声を聴くようになったのは。その頃からだった。自身の生まれを疑うようになったのは。私は人工の宝石を彫り出して作って貰った杖に家にあった真珠を取り付けた。私は街で一番高い場所に立った。そして魔法を使った。使い方は私自身が全て教えてくれた。だが・・・力は押さえられずに・・・私が望んだもの達まで吹き飛ばしてしまった・・・・・・」




　エリスはまだ瞳を閉じたままだ。彼は音を立てずにそっと、続きのページを開いた。

本のページはここで終わっていて次にあるのは裏表紙だったが、彼女の持つ杖に近づけると何故か新しい文字が読めるようになるのだった。どこに文字が現れてそれをどうやって読んだのかは彼自身よくわかっていない。




　彼女は何も言わずに目を閉じて彼が読むのを聞いていた。読み終わった後もしばらくは余韻に浸っていた。目はまだ閉じたままだから良くはわからないがリチャードもきっとそうしているのだろう。彼女は彼が何か言うまで静かにこのままでいようと思った。




「エリス、行くぞ」

彼女はすぐに瞳を開いた。彼の手には何故か何も無かった。

「本は？」

「あれは・・・持って帰ってはいけないものなんだ。表の記述は全てダミーだ。お前の持っている杖に近づけたら本当の事が読めたんだが・・・。駄目だ、あれを読んでしまった以上俺は・・・」

　彼女は続きを促す代わりに杖を強く握り締めた。

「クリーム＝コーデリアは俺たちが思っていたような人物じゃ無かった。文明大戦は俺たちが思っていたような戦争じゃなかった。歴史は勝者が作るものだ。だけど勝者が間違っているわけではない。そういうことなんだ・・・。真実が二つもあってはいけないんだ。クリームはこれを残すべきかどうか大いに迷ったに違いないんだ。結局はここでこうして自身の杖でしか消せない闇に護らせた上にその杖もここに残してきたんだ。でも・・・俺だったらそもそも書かなかっただろうな・・・」

彼はそれ以上語ろうとはしなかった。彼が何を望んでいるかは簡単にわかった。この杖を手放せ、と望んでいるのだ。

「あんなもの・・・読むんじゃなかった・・・」

上で仲間達が待つ場所にたどり着くまで彼は時々そう呟いていた。




「どうだった？」

興奮した様子でハントが話し掛けてくる。

「何も無かった。エリスが持ってる杖以外は」

彼女はハントと目線を合わせるのを恐れて杖の先端の真珠を見つめた。

「この杖・・・クリーム＝コーデリアの杖なんじゃ・・・」

「そうだ。だがこれはここにおいておく必要があるんだ。分かってくれ、ハント」

　ハントはしばらく俯き加減で考え事をしてから、小さく頷いた。




　エリスが杖を手放すとすぐにまた闇があたりを覆った。闇は落ちていく杖から放たれているかのように見えた。闇は消えた時よりも時間をかけながら確実にあたりを覆い隠していく。四人は真っ直ぐに階段のある方向へと向かった。闇が方向感覚を隠してしまう前にたどり着かなければならない。彼等は走った。闇は彼らの周りを旋回して方向を見失わせようとする。そんなものに騙されてはいけない。誰かが少し横へとそれた。だが隣にいた誰かが腕を伸ばして掴んで引き戻した。闇に邪魔されながらも彼等は何とかお互いの存在を感じていた。




　彼女は彼がこの闇の中に消えてしまいそうな予感に襲われた。いま左側を並んで走っているのは間違いなくリチャードだ。闇に隠されていてもそれは分かる。彼と話をして何とか引き止めたい衝動に駆られるが、闇が喉に張り付いて声が出せない。四人一緒にいられるのはここが最後・・・彼女の中に生まれた予感は階段が近づくにつれて大きくなっていった。

　闇は突然膨張して彼らを吹き飛ばした。そう思えるぐらいの勢いで彼らは階段に突入した。一段登るごとに濃い闇の層が一枚ずつ剥がれ落ちていくようだった。さっきまでは向かい風のように重かった闇が軽くなっていく。目の前にとても微かな光が現れ、出口を示す。闇は何時の間にかただの黒い色に成り下がった。




　先頭を走っていたレオンは表に出る前に、顔だけ穴から出して外の様子を確認した。空気は冷たい。まだ薄暗い空は薄い光の膜で覆われている。夜明けは近かった。　彼は後ろから人がついてくるのをしっかりと感じてから、自らの身体を風と光にさらした。　彼に続いてすぐにハントとエリスは表に出てきた。だが、リチャードは別だった。少し待ってみても彼が出てくる気配は全く無い。その代わりなのか空に太陽の頭が僅かに姿を現した。背中に冬の弱々しい光が当たる。朝の寒さから身を守る事なんて到底出来はしない。彼女は自己が失われていくのを突然に感じた。自分以外の何かを通して目の前を見ているような感覚になる。体が勝手に地下へ続く階段へ向けて動く。後ろから誰かが自分を止めようとする。レオンだった。彼女は自分が魔法を使う、と思ったが自分はそうせずに、ただ風を身体にぶつけさせた。

　彼女は無意識のうちにポケットに手を入れた。すぐに手は紅い宝珠に触れる。彼女はそれが語りかけてくるのを聴いた。それの声は今の彼女にとってはとても美しい声だった。ニーズライアはかつてあったとても悲しい話を彼女に語った。彼女はその物語の主人公に近い場所にいた。ずっと昔の事だった。




　ところでリチャードは出入り口付近でうろうろしていた。彼には表に出る事が躊躇われた。出て行ったら別な真実を表に持ち込む事になってしまうからだ。彼は決断を下せずにいた。闇が心を痛みを感じないよう上手にバラバラにしようとする。出口付近の光がはっきりと目視できるようになった。どうやら完全に夜が明けたようだ。

　何故だろうか。何故今までそれの存在を忘れていたのだろうか。彼は自分が旅する間肩身離さず持ち運んでいた剣を抜き取った。それの刃にはニーズライアの魔力がまだ残っていた。それは失われる事のない魔力だった。失われてはいけない魔力だった。

「プラナ・・・お前だったらどうする？ディック＝Ｃ＝レヴァーディアの血を最も濃く受け継ぐ者よ・・・」

剣に向かって話し掛ける。勿論声は外には漏れず彼の中で燻るだけだ。

「俺らしくないな。そうだな、そうだよな。お前がこんな決断下すわけ無いよな」




　階段のほうから足音が聞こえてくるのを彼らは聞く事ができた。全神経はその事に集中されていた。リチャードだ、間違いない。三人は階段正面から横にずれた。

　彼は勢い良く飛び出てきた。しかも剣を振り回している。白銀の刃に日光があたり、彼が一振りするたびに誰かのところに光の槍が飛んでいく。いつもだったら止めようとするレオンも今だけは彼の好きにさせる事にした。日はもう昇っていた。







　その後、リチャードはルーテクスに戻り『最初にあった物語』が実在する物語である事を発表した。確実な証拠が見つからないだけで多くの人がそう思っていたからその説は簡単に受け入れられた。しかしその代わりにオーヴァ＝キースギアという謎の人物が歴史に現れる事になった。

　エリスはハントをコーデリア家に迎え入れることを条件に家を継いだ。スフィアが現実ではない所に置いてきてしまった物達を全て引き戻す作業はまだ終わっていないらしい。ニーズライアの宝珠は本来持つべき者達のところで再び出番が繰るそのときを待ちつづけている。




　リチャードは大学に報告した後すぐに街を去った。レオンただ一人が彼を見送った。だがそれは違う。二人はそう思っているがハントも遥かに遠い場所から彼の旅立ちを見送っていたし、エリスは彼が二度と人々がいる場所に戻ってこない事にまで気づいていた。それともう一人、リチャードの母。彼女は息子がいつかこうすることを彼との日常会話の中で見切っていた。

　彼はまずはローヴ山脈の奥地へ登る事にした。
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